
飼料中の農薬（グリホサート）の成分規格の改正（概要） 

飼料中のグリホサートについては、平成18年５月に暫定的に牧草及び穀類に最大残留基準値（以下

「基準値」という。）を設定。 

令和４年８月26日の農業資材審議会飼料分科会飼料安全部会家畜・養魚用飼料小委員会において、

グリホサートの基準値の見直しについて審議され、その結果、基準値案のとおりとして差し支えない

とされた。 

評価物質 ・ISO名：Glyphosate

・IUPAC名：N-(phosphonomethyl)glycine

・アミノ酸系の除草剤。国内及び海外（130か国

以上）で登録されており、遺伝子組換え技術によ

るグリホサート耐性作物への適用もある。

構造式 

グリホサートは、アンモニウム塩、イソプロピルアミン塩、カリウム塩として製剤

化され使用されており、水溶液中では解離し、農薬散布後の作物においては遊離酸と

して存在する。 

食品安全 

委員会評

価 

・ADI（許容一日摂取量）：1 mg/kg体重/日

・ARfD（急性参照用量）： 設定の必要なし

・暴露評価対象物質：グリホサート及びN-アセチルグリホサート（農産物）、

グリホサート（畜産物） 

飼料の規

制対象物

質と基準

値 

代謝試験の結果、分析法の対象物質等を考慮し、飼料の規制対象物質は、グリホ

サート（親化合物のみ）とする。ただし、とうもろこし、大豆及び大豆油かすの規

制対象物質は、グリホサート及びN-アセチルグリホサートとする。 

作物残留試験の結果等から、飼料中の残留基準を下表のとおり改正する。 

飼料の原料 
基準値（mg/kg） 

改正前 改正後 食品（参考） 

えん麦 20 30 30 

大麦 20 30 30 

小麦 5 30 30 

とうもろこし 1 5※ 5※ 

マイロ 20 30 30 

ライ麦 0.2 30 30 

牧草 120 500 - 

大豆 （新設）  20※  20※ 

大豆油かす （新設） 9※ ‐ 
・ ※は、グリホサート及びN-アセチルグリホサートをグリホサートに換算したものの和の数値。それ以外はグリホサートの

数値。

・ 下線は改正部分。

経緯 ・平成18年５月29日：飼料中のグリホサートの暫定基準値を設定

・令和３年３月 26 日：農業資材審議会飼料分科会飼料安全部会家畜・養魚用飼料

小委員会（審議） 

・令和４年８月 26日：農業資材審議会飼料分科会飼料安全部会家畜・養魚用飼料

小委員会（再審議） 

資料６
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飼料の基準値設定に係る評価書 
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１ 基準値を設定又は改正する理由 

飼料中のグリホサートについては、平成 18 年 5 月に牧草及び穀類に最大残留基準値

（MRL。以下「基準値」という。）が設定されている。 

現在の基準値は、暫定的に定められたものであることから、農薬抄録、JMPR の評価

書、食品健康影響評価結果（農薬評価書）等に基づき、飼料中のグリホサートの基準値の

見直しを検討した（暫定基準の見直し）。 

 

２ 評価対象物質の概要 

グリホサート（Glyphosate）を成分とする農薬は、アミノ酸系除草剤であり、植物体

内の芳香族アミノ酸生合成に関係するシキミ酸経路において、PEP（ホスホエノールピル

ビン酸）とシキミ酸-3-リン酸からEPSP（5-エノールピルビルシキミ酸-3-リン酸）を産生

する反応を触媒するEPSPS（EPSP合成酵素）を阻害することにより、除草効果を示す。 

また、グリホサートは、アンモニウム塩、イソプロピルアミン塩、カリウム塩として製

剤化され使用されており、水溶液中では解離し、農薬散布後の作物においては遊離酸とし

て存在する。 

 

グリホサート 

構造式 ISO名 Glyphosate  

 

IUPAC N-(phosphonomethyl)glycine 

CAS No. 1071-83-6 

分子式 C3H8NO5P 

分子量 169.1 

水溶解度 10.5 g/L (20℃) 

ｵｸﾀﾉｰﾙ-水

分配係数 
log Pow <1（25℃、pH 5, 7, 9） 

 

グリホサートアンモニウム塩 

構造式 ISO名 Glyphosate-ammonium  

 

IUPAC 
Ammonium N-

[(hydroxyphosphinato)methyl]glycine 

CAS No. 40465-66-5 

分子式 C3H11N2O5P 

分子量 186.1 
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グリホサートイソプロピルアミン塩 

構造式 ISO名 Glyphosate-isopropylammonium  

 

IUPAC 
Isopropylammonium N-

(phosphonomethyl)glycinate 

CAS No. 38641-94-0 

分子式 C6H17N2O5P 

分子量 228.2 

 

グリホサートカリウム塩 

構造式 ISO名 Glyphosate-potassium  

 

IUPAC 
Potassium N-

[(hydroxyphosphinato)methyl]glycine 

CAS No. 39600-42-5 

分子式 C3H7KNO5P 

分子量 207.2 

 

（１）国内外における飼料作物及び食品・飼料双方に使用される農作物への適用状況 

グリホサートを成分とする農薬は、国内では、水稲、コムギ、トウモロコシ、ダイズ、

牧草等に対して適用がある。また、海外でも 130 か国以上の国で登録されており、遺伝

子組換え技術によるグリホサート耐性作物への適用もある。 

 

（２）国内外における飼料及び食品・飼料双方に使用される農作物に対する基準値 

「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律」（昭和 28 年法律第 35 号）に基

づき、「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令」（昭和 51 年農林省令第 35 号）

において表 1 のとおり、牧草及び穀類に基準値が設定されている。また、局長通知１に

おいて、稲わら及び稲発酵粗飼料に基準値が設定されている。 

飼料の主要な日本への輸出国のうち、米国では穀類及び乾牧草、豪州では穀類に残留

基準値が設定されている。なお、Codex 委員会では穀類及び乾牧草に基準値が設定され

ている。 

規制対象物質（基準値の対象物質）は、日本（食品）、米国及び Codex 委員会では、

ダイズ、トウモロコシ、ナタネ及び畜産物についてグリホサート及び N-アセチルグリ

ホサート、その他の農産物についてグリホサートとしている。また、豪州では、グリホ

サート、N-アセチルグリホサート及びアミノメチルホスホン酸（AMPA）としている

 
１ 「飼料の有害物質の指導基準及び管理基準について」（昭和 63 年 10 月 14 日付け 63 畜 B 第 2050 号農林水産省畜産局通知） 
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（表 1）。 

 

表 1 主要な飼料の基準値 （ppm 又は mg/kg） 

飼料の原料 
日本 

米国 豪州3 
Codex 

委員会 飼料 食品  

エンバク（種子） 20 30 30 0.1 30 4 

オオムギ（種子） 20 30 30 20 30 4 

コムギ（種子） 5 30 30  5 30 4 

トウモロコシ（種子） 1    5 2 5 2  5  5 2 

マイロ（ソルガム）（種子） 20 30 30 15 30 4 

ライムギ（種子） 0.2 30 30 0.1 30 4 

ダイズ（種子） －   20 2  20 2 20 20 2 

イネ科乾牧草 

120 1 

 

300 

－ 

500 

オオムギ乾牧草 

100 

400 

エンバク茎葉（乾牧草） 100 

ソルガム茎葉（乾牧草） 50 

トウモロコシ茎葉（乾牧草） 100 2 150 2 

ダイズ乾牧草 200 2 － 

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ乾牧草 400 500 

稲わら 0.2 
－ 

－ 

稲発酵粗飼料 0.2 － 

1) 牧草として設定（90%DM） 

2) 規制対象物質はグリホサート及びN-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 

3) 豪州の規制対象物質はグリホサート、N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄ及びｱﾐﾉﾒﾁﾙﾎｽﾎﾝ酸（AMPA） 

4) Cereal grains（玄米及びトウモロコシを除く）として基準値を設定 

 

（３） 許容一日摂取量（ADI）等 
食品安全委員会は、ラットを用いた亜急性毒性試験等のNOAEL 100 mg/kg 体重/日

を根拠として安全係数100で除した1 mg/kg 体重/日をADIと設定し、ARfD（急性参照

用量）は設定する必要がないとしている。また、農産物中の暴露評価対象物質（ヒトで

の摂取量評価に用いる対象物質）については、グリホサート及びN-アセチルグリホサー

ト、畜産物中の暴露評価対象物質については、グリホサートとしている。 

JMPR（2016年）では、ラットを用いた慢性毒性／発がん性併合試験のNOAEL 100 

mg/kg 体重を根拠として、ADIを1 mg/kg 体重/日（グリホサート、N-アセチルグリホ

サート、AMPA及びN-アセチルAMPA）とし、ARfDは設定する必要がないとしている。

また、暴露評価対象物質については、グリホサート、N-アセチルグリホサート、AMPA、

N-アセチルAMPAとしている。 
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（食品安全委員会） 

ADI     1 mg/kg 体重/日 

ARfD   設定の必要なし 

 

３ 作物における代謝試験 

 

表2 代謝試験におけるグリホサートの標識部位 

略称 標識部位 構造式 

 

Met-14C 

 

 

メチレン位炭素 

 

 

Gly-1-14C 

 

 

グリシン-1位炭素 

 
 

Gly-2-14C 

 

 

グリシン-2位炭素 

 
 注：「*」は放射性物質の標識部分 

 

（１）トウモロコシ、コムギ、ダイズ 

トウモロコシ（品種：DeKalb XL-45）、コムギ（品種：Thacher Winter）、ダイズ（品

種：Clark）を、埴壌土を満たした鉢に播種して、1 週間後に 4.5 kg ae/ha（グリホサー

トの最大慣行施用量）の[Met-14C]グリホサートで土壌処理する試験が実施された。処

理区及び対象区の植物は、処理 4 週、6 週、8 週後に土壌からおよそ 1 インチのところ

で切り取り試料とされた。 

土壌処理におけるグリホサートの植物体への吸収量は非常に少なく、最大でも

0.14%TAR（ダイズ：処理 6 週後）であった（表 3）。 

 

表 3  土壌処理におけるグリホサートの植物への吸収（%TAR） 
 トウモロコシ コムギ ダイズ 

処理 4 週後 
対照区 0.007 0.001 0.001 

処理区 0.031 0.020 0.024 

処理 6 週後 
対照区 0.036 0.003 0.063 

処理区 0.040 0.034 0.138 

処理 8 週後 
対照区 0.013 0.022 0.036 

処理区 0.047 0.116 0.073 
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また、植物を砂耕栽培で2週間生育させた後、グリホサート0.6 mg/kg（コムギ：[Met-
14C]）、2.4 mg/kg（トウモロコシ：[Met-14C]、ダイズ：[Met-14C]、[Gly-1-14C]及び

[Gly-2-14C]）を含む水耕栽培養液で生育させた試験が行われ、コムギは10日間、トウモ

ロコシ及びダイズは28日間生育し、試料が採取された。 

採取された試料は、蒸留水で抽出された後、LSC により放射性物質量が測定され、ま

た、TLC により残留物質が同定された。 

地上部及び根部において、グリホサートが 21%-69%TRR 認められ、トウモロコシの

地上部において AMPA が 28%TRR 認められた（表 4）。 

 

表 4 水耕栽培処理における実験終了時の残留物質（%TRR） 

 
トウモロコシ コムギ ダイズ 

地上部 根部 地上部 根部 地上部 根部 

14C 標識部位 Met Met Met Met Met Gly-2 Gly-1 Met Gly-2 Gly-1 

グリホサート 21 46 55 36 69 49 57 37 22 57 

AMPA 28 4.4 4.2 7.4 9.0 － － 3.1 － － 

N-メチル AMPA 0.0 0.0 － － 1.1 － － 0.3 0.4 － 

自然物 4.0 2.0 1.0 1.0 9.0 14 4.2 1.4 11 1.3 

未同定放射性物質 20 12 8.0 1.3 2.3 20 14 1.6 4.2 0.4 

非抽出放射性物質 27 36 32 54 9.5 17 25 56 63 41 

「－」：検出されず   

 

（２）コムギ（1997 年） 

野外において、容器内の土壌（砂壌土）にコムギ（品種：Cadenza）の種子が播種さ

れ、開花直前に[Met-14C]グリホサート水溶剤が 0.02 kg ae/ha の施用量で茎葉散布され

た。散布後 56 日（収穫期）で玄麦、籾殻、わらが採取された。 

採取された試料は、塩酸-クロロホルム、蒸留水、アセトニトリル-蒸留水で抽出され

た後、LSC により放射性物質量が測定され、また、TLC 及び HPLC により残留物質が

同定された。 

抽出放射性物質は、わら、籾殻、玄麦の順で多く認められ、グリホサートは 69%- 

80%TRR、AMPA は 3.2%-11%TRR 認められた（表 5）。 
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表 5 コムギにおける各試料中の残留物質 

残留物質 
玄麦 籾殻 わら 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 

溶媒抽出放射性物質 94.8 0.039 89.1 0.077 90.8 0.112 

グリホサート 79.7 0.033 69.1 0.059 70.1 0.086 

AMPA 10.8 0.004 3.2 0.003 3.4 0.004 

未同定 1 4.3 0.002 6.3 0.005 9.7 0.012 

未同定 2 <2.7 <0.001 1.7 0.001 <1.2 <0.001 

未同定 3 <2.7 <0.001 2.1 0.002 <1.2 <0.001 

未同定 4 <2.7 <0.001 <1.2 <0.001 <1.2 <0.001 

非抽出性残留 5.2 0.002 10.9 0.009 9.2 0.011 

1）グリホサート換算値      

 

（３）オオムギ、エンバク（オーツムギ）、イネ、ソルガム 

オオムギ（品種：六条オオムギ）、エンバク（品種：Rodney タイプ）、イネ（品種：

Blue Bell）、ソルガム（品種：Surgro Grain）を、埴壌土を満たした鉢に播種し、1 週

間後に 4.5 kg ae/ha（グリホサートの最大慣行施用量）の[Met-14C]グリホサートで土

壌処理する試験が実施された。処理区及び対象区の植物は、処理 4 週、6 週、8 週後に

土壌からおよそ 1 インチのところで切り取り試料とされた。 

土壌処理の場合は、最大でも植物体に吸収されたのは 0.13%TAR（エンバク：処理 8

週後）であった（表 6）。 

 

表 6  土壌処理におけるグリホサートの植物への吸収（%TAR） 
 オオムギ エンバク イネ ソルガム 

処理 4 週後 
対照区 0.07 0.06 0.04 0.06 

処理区 0.08 0.09 0.03 0.08 

処理 6 週後 
対照区 0.03 0.05 0.01 0.05 

処理区 0.07 0.07 0.04 0.06 

処理 8 週後 
対照区 0.03 0.04 0.01 0.05 

処理区 0.05 0.13 0.04 0.08 

 

また、砂耕栽培で 12 日－19 日間栽培後、水耕栽培で 4 日（イネは 3 日）生育させた

植物を 0.6 mg/kg（イネ、ソルガム）、1.2 mg/kg（オオムギ、エンバク）の[Met-14C]

グリホサートを含む水耕栽培養液で 28 日間生育し、試料が採取された。 

採取された試料は、蒸留水で抽出された後、LSC により放射性物質量が測定され、ま
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た、GC-MS により残留物質が同定された。 

地上部及び根部において、グリホサートが 19%-77%TRR 認められ、AMPA が 2.2%-

14%TRR 認められた（表 7）。 

 

表 7 水耕栽培処理における実験終了時の残留物質（%TRR） 

 

オオムギ エンバク イネ ソルガム 

地上部 根部 地上部 根部 地上部 根部 地上部 根部 

%TRR %TRR %TRR %TRR %TRR %TRR %TRR %TRR 

グリホサート 73.3 52.6 76.6 35.7 73.7 19.1 76.2 44.8 

AMPA 14.0 3.8 6.5 2.5 8.6 7.4 12.7 2.2 

N-メチル AMPA 3.5 0.4 1.7 1.1 1.4 1.6 5.4 0.5 

抽出不能物 0 38.8 11.0 59.2 14.6 66.8 0 50.4 

測定不能 9.3 4.4 0 0.5 0 0.1 5.7 2.1 

1）グリホサート換算値 

 

（４）イネ（1997 年） 

栽培室において、容器内の土壌（砂壌土）にイネ（品種：ユキヒカリ）種子を播種し、

発芽 4 週間後に湛水し、散布 7 日前に落水、乾燥させて、開花期に[Met-14C]グリホサ

ート水溶剤を 0.02 kg ae/ha の施用量で茎葉散布した。散布後 73 日(収穫期)で玄米、籾

殻、わらが採取された。 

採取された試料は、塩酸-クロロホルム、蒸留水、アセトニトリル-蒸留水で抽出され

LSC により放射性物質量が測定され、また、TLC 及び HPLC により残留物質が同定さ

れた。 

抽出放射性物質は、籾殻、わら、玄米の順で多く認められ、グリホサートは 51%- 

86%TRR、AMPA は 2.8%-19%TRR 認められた（表 8）。 
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表 8 イネにおける各試料中の残留物質 

残留物質 
玄米 籾殻 わら 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 

溶媒抽出放射性物質 88.8 0.122 85.5 1.114 97.6 0.203 

グリホサート 51.2 0.070 68.6 0.894 85.7 0.178 

AMPA 18.6 0.025 2.8 0.036 4.4 0.009 

未同定 1 2.9 0.004 6.2 0.081 4.6 0.010 

未同定 2 1.5 0.002 1.1 0.014 1.0 0.002 

未同定 3 7.2 0.010 2.1 0.027 <0.5 <0.001 

未同定 4 <1.0 <0.001 1.5 0.020 <0.5 <0.001 

非抽出性残留 11.2 0.015 14.5 0.189 2.4 0.005 

残さ 7.7 0.011 9.5 0.124 － － 

1）グリホサート換算値      

 

４ 作物における代謝試験（遺伝子組換え体） 

グリホサートを成分とする農薬は、シキミ酸経路のEPSPを産生する反応を触媒する

EPSPS（EPSP合成酵素）を阻害することにより除草効果を示す。 

 

グリホサート耐性に係る遺伝子組換え作物には、 

① グリホサートによるEPSPSの阻害に耐性をもった酵素の遺伝子（epsps遺伝子） 

② グリホサートの分解反応を触媒する酵素の遺伝子（gox遺伝子、gat遺伝子） 

を導入したものがある。 

 

（１）epsps 遺伝子導入作物１ 

ダイズ 

栽培室において、土壌（Monmouth）にダイズ（epsps 遺伝子導入ダイズ）種子を播

種し、単回処理試験として播種後 21 日目（生育段階）に 0.84 kg ae/ha で[Met-14C]グ

リホサート溶剤が茎葉散布された。また、連続処理試験として播種後 21 日目に 0.84 kg 

ae/ha で茎葉散布され、さらに播種後 43 日目（花芽分化段階）に 1.68 kg ae/ha で茎葉

散布された。 

植物試料は、播種後 56 日目に未成熟茎葉部、播種後 86 日目に成熟茎葉部、また、播

種後 104 日目に種子が採取された。 

未成熟茎葉部試料と成熟茎葉部試料は水で抽出され、種子試料はヘキサン、50%アセ

トニトリル水溶液、水で順次抽出（連続処理試験では種子をヘキサン、塩酸等で抽出）

 
１ epsps遺伝子導入作物：Agrobacterium CP4 菌株由来の cp4 epsps 遺伝子を改変したものを導入。改変 CP4 EPSPS
タンパク質を発現することで、除草剤グリホサートの影響を受けずに生育できる。 
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された後、LSC により放射性物質量が測定され、また、GC-MS、LC-MS、TLC 等に

より残留物質が同定された。 

茎葉部では、グリホサートが 54%-89%TRR、AMPA が 2.3%-13%TRR で、グリホ

サートの方が多く認められた。種子では、グリホサートが 10%-25%TRR、AMPA が

23%-49%TRR で、AMPA の方が多く認められた（表 9、10）。 

 

表 9 ダイズにおける各試料中の残留物質（発芽後単回処理試験） 

残留物質 
未成熟茎葉部 成熟茎葉部 種子 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 

抽出前の放射性物質 100 0.863 100 0.546 100 0.406 

ヘキサン抽出 － － － － 9.0 0.037 

水抽出 94.8 0.818 79.9 0.436 49.2 0.200 

グリホサート 88.5 0.764 64.7 0.354 10.1 0.041 

AMPA 2.3 0.020 5.3 0.029 22.9 0.093 

N-メチル-AMPA － － 0.6 0.003 － － 

N-グリセリル-AMPA － － － － 1.2 0.005 

N-アセチル-AMPA － － － － 1.0 0.004 

N-マロニル-AMPA － － － － 0.9 0.003 

天然成分 1.5 0.013 2.7 0.015 － － 

残さ 4.7 0.040 8.9 0.048 36.5 0.148 

総回収率 99.5 0.858 88.8 0.485 94.6 0.384 

1）グリホサート換算値。 

「－」：検出されず 
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表 10 ダイズにおける各試料中の残留物質（発芽後連続処理試験） 

残留物質 
未成熟茎葉部 成熟茎葉部 種子 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 

抽出前の放射性物質 100 23.651 100 10.416 100 17.459 

ヘキサン抽出 － － － － 0.9 0.159 

水抽出 104.2 24.637 77.0 8.015 88.1 15.388 

グリホサート 89.1 21.078 53.6 5.582 25.2 4.402 

AMPA 6.8 1.619 12.8 1.328 49.1 8.579 

AMPA 抱合体 － － － － 1.0 0.177 

N-メチル-AMPA 0.6 0.140 1.3 0.130 0.8 0.131 

N-グリセリル-AMPA － － 0.8 0.084 1.6 0.278 

N-アセチル-AMPA － － － － 1.4 0.235 

N-マロニル-AMPA － － － － 1.8 0.309 

未同定物 － － 0.6 0.059 － － 

天然成分 2.6 0.618 2.6 0.274 2.7 0.468 

塩酸抽出物 － － － － 5.8 1.007 

残さ 3.8 0.908 7.6 0.787 0.8 0.143 

総回収率 108.0 25.545 84.5 8.802 94.4 16.474 

1）グリホサート換算値。 

「－」：検出されず 

     

 

（２）epsps 遺伝子及び gox 遺伝子導入作物１ 

トウモロコシ 

温室において、土壌にトウモロコシ（epsps 遺伝子及び gox 遺伝子導入トウモロコ

シ）種子が播種され、[Met-14C]グリホサート溶剤が、TP 試験区（土壌被覆区）では播

種後 42 日目に 0.92 kg ae/ha、播種後 72 日目に 0.84 kg ae/ha で茎葉散布され、また、

TN 試験区（土壌無被覆区）では播種後 43 日目に 0.93 kg ae/ha、播種後 72 日目に 0.84 

kg ae/ha で茎葉散布された。 

TN 試験区では、播種後 75 日目に青刈り茎葉部位、播種後 121 日目にサイレージと

する部位、播種後 155 日目に成熟植物部位（成熟茎葉、穀粒）が採取された。TP 試験

区では、播種後 75 日目に青刈り茎葉部位、播種後 125 日目にサイレージとする部位、

播種後 155 日目に成熟植物部位（成熟茎葉、穀粒）が採取された。 

試料は、穀粒以外は水で抽出され、穀粒はヘキサン、水の順で抽出された。その後、

LSC により放射性物質量が測定され、また、強塩基性陰イオン交換クロマトグラフィ

ー（SAX HPLC）及び強陽イオン交換クロマトグラフィー（CX HPLC）により残留物
 

１ gox遺伝子導入作物：Ochrobacterium anthropi LBAA 株由来の gox 遺伝子を改変。改変 GOX タンパク質

（glyphosate oxidoreductase）により、グリホサートは AMPA（アミノメチルホスホン酸)とグリオキシル酸になる。 
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質が同定された。 

茎葉部等では、グリホサートが 66%-84%TRR、AMPA が 4.9%-16%TRR で、グリ

ホサートの方が多く認められた。穀粒では、グリホサートが 1.1%-6.1%TRR、AMPA が

54%-60%TRR で、AMPA の方が多く認められた（表 11、12）。 

 

表 11 トウモロコシにおける各試料中の総放射性物質残留（TP 試験区） 

 
青刈り茎葉 サイレージ 成熟茎葉 穀粒 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 

S
A

X
 H

P
L

C
 

グリホサート 80.8 10.74 76.4 6.94 82.4 12.28 6.1 0.04 

グリホサート抱合体 0.4 0.05 0.7 0.06 1.3 0.2 ** ** 

AMPA ** ** ** ** ** ** ** ** 

N-ｸﾞﾘｾﾘﾙ-AMPA 0.4 0.05 1.2 0.11 1.2 0.17 6.9 0.05 

天然物 1.9* 0.25* 2.6* 0.23* 2.4* 0.36* 3.2* 0.02* 

C
X

 H
P

L
C

 

グリホサート 80.9 10.75 79.3 7.22 84.1 12.53 8.7 0.06 

グリホサート抱合体 ** ** ** ** ** ** ** ** 

AMPA 9.4 1.25 9.0 0.82 4.9 0.73 54.1 0.37 

N-ｸﾞﾘｾﾘﾙ-AMPA ** ** ** ** ** ** ** ** 

天然物 ** ** ** ** ** ** ** ** 

1）グリホサート換算値 

*) SAX HPLC データ（天然物＋AMPA）及び CX HPLC（AMPA）データから算出   **)分離せず 

 

表 12 トウモロコシにおける各試料中の総放射性物質残留（TN 試験区） 

 
青刈り茎葉 サイレージ 成熟茎葉 穀粒 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 
S

A
X

 H
P

L
C

 

グリホサート 72.0 7.78 65.8 6.31 73.3 13.99 1.1 0.01 

グリホサート抱合体 0.4 0.04 0.4 0.04 1.9 0.36 ** ** 

AMPA ** ** ** ** ** ** ** ** 

N-ｸﾞﾘｾﾘﾙ-AMPA 0.5 0.06 1.5 0.14 1.6 0.31 6.9 0.07 

天然物 2.2* 0.24* 3.5* 0.34* 3.4* 0.65* 3.6* 0.04* 

C
X

 H
P

L
C

 

グリホサート 71.8 7.75 68.31 6.55 76.2 14.55 4.2 0.04 

グリホサート抱合体 ** ** ** ** ** ** ** ** 

AMPA 15.9 1.72 13.1 1.26 11.2 2.13 60.3 0.63 

N-ｸﾞﾘｾﾘﾙ-AMPA ** ** ** ** ** ** ** ** 

天然物 ** ** ** ** ** ** ** ** 

1）グリホサート換算値 

*) SAX HPLC データ（天然物＋AMPA）及び CX HPLC（AMPA）データから算出   **)分離せず 
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（３）gat遺伝子導入作物１ 

① トウモロコシ 

温室において、土壌にトウモロコシ（品種：gat 遺伝子導入トウモロコシ）を播種

し、発芽前に[Met-14C]グリホサートを土壌処理（4.3 kg ae/ha 相当）した後、3 回葉

面散布（土壌処理の 48 日、57 日、140 日後に各 1.1 kg ae/ha 相当）する試験が行わ

れた。 

試料は、2 回目の葉面散布の 59 日後に青刈り茎葉が採取され、3 回目の葉面散布 7

日後に穂軸及び茎葉に分けて穀粒が採取された。 

採取された試料は、0.1%塩酸-メタノール（96:4、v/v）で抽出後、LSC により放射

性物質量が測定され、また、HPLC により残留物質が同定された。 

トウモロコシの茎葉（青刈り及び乾燥）ではグリホサートの残留が多く認められ、

また、穂軸及び穀粒では N-アセチルグリホサートの残留が多く認められ、グリホサー

トはほとんど残留していなかった（表 13）。 

 

表 13 トウモロコシにおける各試料中の残留物質 

残留物質 

青刈り茎葉 

(forage) 

乾燥茎葉 

（stover） 

穂軸 

(cob) 

穀粒 

(grain) 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 

総残留放射性物質 － 3.476 － 12.242 － 0.686 － 0.275 

抽出物 96.4 3.350 100.5 12.304 84.9 0.583 84.9 0.234 

グリホサート 58.0 2.016 74.9 9.166 ND ND 0.1 <0.001 

N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 27.0 0.937 17.8 2.188 63.8 0.435 51.2 0.141 

AMPA 4.0 0.140 4.4 0.422 ND ND 6.1 0.016 

N-ｱｾﾁﾙ AMPA 1.7 0.060 1.3 0.152 5.0 0.034 9.4 0.026 

未同定物質 1.6 0.057 <0.8 <0.092 <12.8 <0.074 10.9 0.041 

非抽出性残留 0.9 0.031 0.9 0.110 4.2 0.029 7.9 0.022 

1） グリホサート換算値 

ND：Not Detected 

 

② ダイズ 

温室において、土壌にダイズ（品種：gat 遺伝子導入ダイズ）を播種し、発芽前に

[Met-14C]グリホサートで土壌処理（3.4 kg ae/ha 相当）した後、3 回葉面散布（土壌

処理の 60 日、70 日、152 日後にそれぞれ 1.5 kg、2.4 kg、0.9 kg ae/ha 相当）する試

験が行われた。 

 
１ gat遺伝子導入作物：Bacillus licheniformis 由来の gat 遺伝子を改変。改変 GAT タンパク質 
（N-acetyltransferase）により、グリホサートは、N-アセチル化して N-アセチルグリホサートになる。 
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試料は、土壌処理の 36 日後、1 回目の葉面散布の 4 日後、3 回目の葉面散布前（成

熟期前）及び成熟期（3 回目の散布から 14 日後）に採取された。 

採取された試料は、0.1%ギ酸-メタノール（96:4、v/v）で抽出した後、LSC により

放射性物質量が測定され、また、HPLC により残留物質が同定された。 

青刈り茎葉では AMPA、グリホサートの順に残留が多く認められ、乾燥茎葉ではグ

リホサートの残留が多く認められた。また、穀粒では N-アセチルグリホサートが多く

認められ、葉又はさやでは、グリホサート、N-アセチルグリホサートの順に残留が多

く認められた（表 14）。 

 

表 14 ダイズにおける各試料中の残留物質 

 

５ 動物における代謝試験 

（１）ラット 

複数のラットを用いた試験が実施されており、グリホサートはラットの体内でほとん

ど代謝を受けないことが確認されている。 

 

（２）ヤギ 

① グリホサート代謝試験（1994 年） 

泌乳ヤギ 2 頭に、[Met-14C]グリホサートを飼料中濃度 200 mg/kg（DM ベース）に

相当する量で、ヤギ①には 5 日間、ヤギ②には 3 日間連続して給与する試験が行われ

た。給与期間中、乳、糞及び尿が採取され、ヤギ①は最終給与の 23.5 時間後にと殺さ

れ、ヤギ②は最終給与の 8 時間後（血漿中放射性物質濃度が最大の時点）にと殺され、

組織及び臓器が採取された。 

残留物質 

青刈り茎葉 

（forage) 

乾燥茎葉 

（hay） 

収穫期前 収穫期 

穀粒 葉/さや 穀粒 さや 葉 

%TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 %TRR mg eq/kg1 

総残留放射性物質 － 0.43 － 13.44 － 1.90 － 11.22 － 3.14 － 17.75 － 22.09 

抽出物 57.1 0.245 99.1 13.32 98.3 1.87 98.7 11.08 98.7 3.10 99.2 17.61 98.9 21.84 

グリホサート 9.1 0.039 72.5 9.74 22.7 0.43 43.6 4.89 3.2 0.10 56.9 10.10 53.4 11.79 

N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 1.9 0.01 19.2 2.58 60.6 1.16 42.0 4.70 56.9 1.79 27.7 4.91 31.9 7.04 

AMPA 39.3 0.166 5.3 0.70 5.3 0.10 7.4 0.82 11.2 0.35 10.2 1.79 10.3 2.25 

N-ｱｾﾁﾙ AMPA ND ND 0.7 0.10 ND ND 2.2 0.26 23.5 0.74 3.3 0.57 1.4 0.31 

未同定物質 0.6 0.003 0.4 0.079 1.7 0.032 1.6 0.179 1.1 0.035 0.7 0.165 1.5 0.334 

非抽出性残留 42.9 0.18 0.9 0.12 1.7 0.03 1.3 0.15 1.5 0.05 0.7 0.12 1.1 0.24 

1）グリホサート換算値 

ND：Not Detected 
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採取された試料はクロロホルムで抽出された後、LSC により放射性物質量が測定さ

れ、また、Preparative TLC（分取薄層クロマトグラフィー）、HPLC 及び FT-IR（フー

リエ変換赤外分光光度計）により残留物質が同定された。 

ヤギ①の放射性物質量は、糞で 78%TAR、尿で 9.4%TAR 認められ、乳及び組織は

0.05%TAR 未満であった。 

乳中の放射性物質濃度は、0.036 mg-0.086 mg eq/kg であった（表 15）。 

組織及び臓器中の総残留放射性物質は、肝臓及び腎臓に多く認められた（表 16）。 

また、HPLC によりグリホサートが分析され、尿中の総残留放射性物質の約 96%、糞

便の 94%、腎臓の 97%、肝臓の 96%でグリホサートが認められた。さらに、TLC によ

り AMPA が分析され、尿、糞便、腎臓中に少量 AMPA が認められた。 

 

表 15 ヤギにおける乳の放射性物質残留濃度（mg eq/kg） 

 
乳 

ヤギ①（5 日間） ヤギ②（3 日間） 

投与開始 0-24 時間後 0.036 0.040 

24-48 時間後 0.060 0.066 

48-72 時間後 0.064 0.086 

72-96 時間後 0.072 NA 

96-138 時間後 0.041 NA 

     NA：Not Applicable（適用（乳の採取）なし） 

 

表 16 ヤギにおける組織及び臓器の放射性物質残留濃度（mg eq/kg） 
 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

ヤギ①（5 日間） 0.035 <0.028 0.40 3.9 

ヤギ②（3 日間） 0.061 <0.036 0.22 12 

 

② N-アセチルグリホサート代謝試験（2007 年） 

泌乳ヤギ（品種：British Saanen）1 頭に、ゼラチンカプセルに封入した[Met-14C] N-

アセチルグリホサートを飼料中濃度 205 mg/kg（DM ベース）に相当する量で 5 日間連

続給与する試験が行われた。乳、糞及び尿は給与期間中に採取され、組織及び臓器は最

終給与の 12 時間後にと殺された後に採取された。 

採取された乳、組織及び臓器については 0.2 mol/L 塩酸で抽出され、さらに組織及び

臓器については、ペプシン及びプロテアーゼで酵素処理後、LSC により放射性物質量が

測定された。 

総放射性物質の 74%TAR が糞から排出され、11%TAR が尿から排出された。給与期

間中の乳中の総残留放射性物質は 0.03mg-0.036mg eq/kg であり、給与開始 24 時間後
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に定常状態に達した。組織及び臓器中の主要な残留物質は N-アセチルグリホサートで、

グリホサート、AMPA 及び N-アセチル AMPA が少量認められた（表 17）。 

 

表 17  ヤギにおける組織及び臓器中の残留物質 

残留物質 
乳 1 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

%TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 

総残留放射性物質 － 0.027 － 0.086 － 0.144 － 0.804 － 4.85 

抽出物 76.9 0.021 42.0 0.036 73.6 0.098 83.2 0.669 97.0 4.708 

グリホサート 3.59 0.001 － － 4.57 0.007 14.71 0.118 4.98 0.24 

N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 40.0 0.011 16.7 0.014 53.1 0.069 55.5 0.446 77.1 3.74 

AMPA 3.35 0.001 － － 2.16 0.003 8.45 0.068 － － 

N-ｱｾﾁﾙ AMPA － － － － 6.59 0.01 － － － － 

ﾍﾟﾌﾟｼﾝ処理物 NA NA <0.01 <0.001 28.5 0.053 6.90 0.055 4.64 0.225 

ﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ処理物 NA NA <0.01 <0.001 <0.01 <0.001 <0.01 <0.001 <0.01 <0.001 

非抽出物 23.2 0.006 58.0 0.050 26.40 0.47 9.89 0.080 <0.01 <0.001 

1）乳は 1-5 日目の混合 2）グリホサート換算値、NA：Not Applicable（適用なし）、「－」：検出されず 

 

（３）鶏 

① グリホサート代謝試験（1994 年） 

採卵用鶏（品種：ISA）4 羽に、飼料中濃度 200 mg/kg に相当する量の[Met-14C]グリ

ホサートを、グループ①には 7 日間、グループ②には 5 日間連続給与する試験が行われ

た。卵は各飼料給与前に採取され、組織及び臓器は、グループ①は最終給与の 23.5 時間

後、グループ②は最終給与の 1 時間後にと殺された後に採取された。 

採取された試料はクロロホルム抽出された後、LSC により放射性物質量が測定され、

また、Preparative TLC、HPLC 及び FT-IR により残留物質が同定された。 

卵白中の放射性物質濃度は、給与 5 日目に定常状態に達した。一方、卵黄中の残留濃

度は投与期間中に定常状態に達しなかった（表 18）。 

組織及び臓器中の総残留放射性物質は、肝臓に多く認められた（表 19）。 

さらに、各組織及び臓器中のグリホサートが HPLC 又は TLC により分析され、総残

留放射性物質に占める割合は、肝臓で 61%（HPLC）、84%-89%（TLC）、皮膚で 99%

（HPLC）、79%-95%（TLC）、脂肪で 99%（HPLC）、62%-67%（TLC）、筋肉で

98%（HPLC）、45%-98%（TLC）、卵白で定量できないほど少量、卵黄で 96%（HPLC）、

23%-74%（TLC）であった。                               
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表 18 鶏における卵の放射性物質残留濃度（mg eq/kg） 

 
卵白 卵黄 

グループ① 

（7 日間） 

グループ② 

（5 日間） 

グループ① 

（7 日間） 

グループ② 

（5 日間） 

給与開始 0-24 時間後 ND ND ND ND 

24-48 時間後 0.029 0.023 ND 0.006 

48-72 時間後 0.043 0.044 0.090 0.075 

72-96 時間後 0.038 0.056 0.198 0.164 

96-120 時間後 0.049 0.072 0.318 0.228 

130-144 時間後 0.059 NA 0.365 NA 

144-168 時間後 0.053 NA 0.484 NA 

   ND = Not Detected、 NA = Not Applicable（適用（卵の採取）なし） 

 

表 19 鶏における組織及び臓器の放射性物質残留濃度（mg eq/kg） 
 筋肉 脂肪 皮 肝臓 

グループ①（7 日間） <0.043 0.15 0.21 1.2 

グループ②（5 日間） 0.041 0.083 0.36 1.1 

 

② N-アセチルグリホサート代謝試験（2007 年） 

採卵用鶏（品種不明）5 羽に、飼料中濃度 63 mg/kg に相当する量のゼラチンカプセル

に封入した[Met-14C] N-アセチルグリホサートを 7 日間連続して給与する試験が行われ

た。給与期間中、排泄物及び卵が採取され、最終給与の 6 時間後にと殺後、組織及び臓

器が採取された。 

採取された試料は、組織及び臓器については 0.2 mol/L塩酸、卵白については 0.2 mol/L

塩酸-ジクロロメタン-クロロホルム、卵黄については 0.2 mol/L 塩酸-メタノールで抽出

され、さらに肝臓と卵黄はペプシン及びプロテアーゼで酵素処理後、放射性物質量が測

定された。 

排泄物では、N-アセチルグリホサートが 82%TAR、グリホサートが 0.79%TAR であ

った。組織及び臓器中の放射性物質の主要な残留物質は、N-アセチルグリホサートであ

った（表 20）。 
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表 20  鶏における組織及び臓器中の残留物質 

残留物質 
卵白 卵黄 筋肉 脂肪 肝臓 

%TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 %TRR mg eq/kg2 

総残留放射性物質 － 0.010 － 0.229 － 0.033 － 0.057 － 0.505 

抽出物 94.33 0.009 81.47 0.187 87.47 0.029 92.42 0.053 95.56 0.483 

グリホサート 10.90 0.001 5.69 0.013 7.19 0.002 39.43 0.023 16.34 0.084 

N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 41.48 0.004 68.40 0.157 25.22 0.009 23.45 0.014 63.82 0.323 

AMPA － － 0.91 0.002 16.69 0.005 11.29 0.007 6.74 0.034 

N-ｱｾﾁﾙ AMPA 4.34 <0.001 1.10 0.003 1.89 0.001 10.18 0.006 4.04 0.020 

ﾍﾟﾌﾟｼﾝ処理物 NA NA 11.61 0.027 NA NA NA NA 3.81 0.019 

ﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ処理物 NA NA 3.10 0.007 NA NA NA NA 0.27 0.001 

非抽出物 5.67 0.001 3.82 0.008 12.53 0.004 7.58 0.004 0.36 0.002 

1）卵は 1-7 日目の混合 2）グリホサート換算値、NA：Not Applicable（適用なし）、「－」：検出されず 

 

６ 分析法 

（１）飼料 

飼料中のグリホサートの分析法は、「飼料分析基準の制定について」（平成 20 年 4 月

1 日付け 19 消安第 14729 号農林水産省消費・安全局長通知）で定められている（表 21）。 

 

（含リンアミノ酸系農薬の液体クロマトグラフタンデム型質量分析計による同時分析法

の概要） 

試料から水で抽出し、ジビニルベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体ミニカラム／ス

ルホン酸修飾ジビニルベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体ミニカラムで精製する。誘

導体化し、アミノプロピルシリル化シリカゲルミニカラム／シリカゲルミニカラムで精製

した後、LC-MS/MS で測定する。 

 

（含リンアミノ酸系農薬のガスクロマトグラフによる系統的分析法の概要） 

試料から水で抽出し、強塩基性陰イオン交換樹脂（酢酸型）で精製する。誘導体化し、

アミノプロピルシリル化シリカゲルミニカラム／シリカゲルミニカラムで精製した後、

GC-FPD で測定する。 

 

（液体クロマトグラフタンデム型質量分析計による単成分分析法(乾牧草用)の概要） 

試料から水で抽出し、ジビニルベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体ミニカラム／ス

ルホン酸修飾ジビニルベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体ミニカラムで精製する。誘

導体化し、アミノプロピルシリル化シリカゲルミニカラム／シリカゲルミニカラムで精製

した後、LC-MS/MS で測定する。 
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表 21  飼料中のグリホサートの分析法 

分析法 
分析対象 

物質 
分析対象 

定量下限 

（mg/kg） 

添加 

成分名 

添加濃度 

（mg/kg） 

回収率 

（%） 

RSD 

（%） 

含リンアミノ酸系農

薬の液体クロマトグ

ラフタンデム型質量

分析計による同時分

析法（LC-MS/MS） 

グリホサー

ト（N-アセ

チルグリホ

サートを含

む。） 

穀類、大豆油

かす、稲わら

及び稲発酵粗

飼料 

0.04 

グリホサ

ート 

オオムギ（繰返し 各 3） 

0.04 117 17 

20 82.8 6.5 

きな粉（繰返し 各 5） 

0.04 85.6 18 

20 82.3 4.1 

コムギ（繰返し 各 3） 

0.5 85.0 7.0 

5 86.4 6.1 

大豆（繰返し 各 5） 

0.04 115 12 

20 109 4,1 

ﾄｳﾓﾛｺｼ（繰返し 各 3） 

0.1 85.4 13 

1 80.1 7.6 

大豆油かす（繰返し 各 5） 

0.04 95.7 13 

20 104 4.6 

稲わら（繰返し 各 3） 

0.04 100 14 

0.2 97.3 4.2 

稲発酵粗飼料（繰返し各 3） 

0.04 83.0 7.2 

0.2 88.6 8.8 

N- アセチ

ルグリホ

サート 

えん麦（繰返し 各 5） 

0.04 104 11 

20 107 6.1 

大麦（繰返し 各 5） 

0.04 101 4.7 

20 111 5.3 
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分析法 
分析対象 

物質 
分析対象 

定量下限 

（mg/kg） 

添加 

成分名 

添加濃度 

（mg/kg） 

回収率 

（%） 

RSD 

（%） 

含リンアミノ酸系農

薬の液体クロマトグ

ラフタンデム型質量

分析計による同時分

析法（LC-MS/MS） 

グリホサー

ト（N-アセ

チルグリホ

サートを含

む。） 

穀類、大豆油

かす、稲わら

及び稲発酵粗

飼料 

0.04 

N- アセチ

ルグリホ

サート 

きな粉（繰返し 各 5） 

0.04 89.0 6.9 

20 84.5 5.4 

大豆（繰返し 各 5） 

0.04 110 15 

20 92.6 4.9 

ﾄｳﾓﾛｺｼ（繰返し 各 5） 

0.04 102 7.1 

1 118 6.8 

5 96.0 7.0 

大豆油かす（繰返し 各 5） 

0.04 93.9 11 

20 104 4.4 

稲わら（繰返し 各 5） 

0.04 104 10 

0.2 114 5.0 

稲発酵粗飼料 

0.02 105 10 

0.04 101 14 

0.2 107 9.3 

含リンアミノ酸系農

薬のガスクロマトグ

ラフによる系統的分

析法（GC-FPD） 

グリホサー

ト 

 

穀類、大豆油

かす及び配合

飼料 

0.02 
グリホサ

ート 

ﾄｳﾓﾛｺｼ（繰返し 各 3） 

0.1 91.7 11 

1 85.0 5.3 

大豆油かす（繰返し 各 3） 

0.1 97.6 12 

1 85.6 5.2 

鶏用配合飼料（繰返し 各 3） 

0.1 107 4.2 

1 86.9 3.9 

豚用配合飼料（繰返し 各 3） 

0.1 94.6 10 

1 93.1 2.2 
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分析法 
分析対象 

物質 
分析対象 

定量下限 

（mg/kg） 

添加 

成分名 

添加濃度 

（mg/kg） 

回収率 

（%） 

RSD 

（%） 

液体クロマトグラフ

タンデム型質量分析

計による単成分分析

法（LC-MS/MS） 

グリホサー

ト 
乾牧草 20 

グリホサ

ート 

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ乾草（繰返し 各 3） 

20 81.4 9.4 

120 78.2 8.3 

 

（２）畜産物 

畜産物中のグリホサートの分析法は、「食品に残留する農薬、飼料添加物又は動物用医

薬品の成分である物質の試験法について」（平成 17 年 1 月 24 日付け食安発第 0124001

号厚生労働省医薬食品局食品安全部長通知）において定められている（表 22）。 

 

（液体クロマトグラフタンデム型質量分析法の概要） 

グリホサートを試料からジクロロメタン存在下、水で抽出した後、強酸性陽イオン交換

カラム及びオクタデシルシリル化シリカゲルミニカラムで精製する。誘導体化し、エチレ

ンジアミン-N-プロピルシリル化シリカゲルミニカラム及びフロリジルミニカラムで精製

した後、LC-MS/MS で定量及び確認する。 

 

表 22  畜産物中のグリホサートの分析法 

分析法 分析対象物質 
分析 

対象 

定量下限

（mg/kg） 

添加濃度 

（mg/kg） 

平均回収率 

（%） 

RSD 

（%） 

液体クロマトグラフ

タンデム型質量分析

法（LC-MS/MS） 

グリホサート 畜産物 0.01 

牛の筋肉（繰返し 各 5） 

0.1 85 8.3 

牛の脂肪（繰返し 各 5） 

0.5 73 9.9 

牛の肝臓（繰返し 各 5） 

2 85 9.6 

  

７ 規制対象物質及び暴露評価対象物質 

（１）規制対象物質 

作物代謝試験において、非遺伝子組換え体作物の主要な残留物質はグリホサートであっ

た。epsps 遺伝子及び gox 遺伝子導入作物の主要な残留物質は、茎葉ではグリホサート、

穀粒では AMPA であり、gat 遺伝子導入作物（トウモロコシ及びダイズ）の主要な残留物

質は、茎葉ではグリホサート、穀粒では N-アセチルグリホサートであった。 

また、飼料中のグリホサートの分析法における分析対象物質は、グリホサート及び N-

アセチルグリホサートとなっている。 
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これらのことから、飼料中の規制対象物質（基準値の対象物質）は、トウモロコシ及び

ダイズ（ダイズ油かすを含む。）については、グリホサート及び N-アセチルグリホサート

とし、それ以外の飼料については、グリホサートとするのが適当と考えられた。 

ヤギ及び鶏のグリホサートの代謝試験において、主要な残留物質はグリホサートであっ

た。また、ヤギ及び鶏の N-アセチルグリホサートの代謝試験において主要な残留物質が

グリホサート及び N-アセチルグリホサートであった。トウモロコシ等の gat 遺伝子導入

作物で主要な残留物質は N-アセチルグリホサートであったことを考慮すると、畜産物中

の規制対象物質はグリホサート及び N-アセチルグリホサートとするのが適当と考えられ

た。 

 

（飼料安全法） 

規制対象物質 トウモロコシ、ダイズ：グリホサート及び N-アセチルグリホサート 

その他の飼料    ：グリホサート 

 

（参考：食品衛生法） 

規制対象物質  トウモロコシ、ダイズ：グリホサート及び N-アセチルグリホサート 

        その他の農産物   ：グリホサート 

               畜産物        ：グリホサート及び N-アセチルグリホサート 

 

（２）暴露評価対象物質 

作物代謝試験における主要な残留物質は（１）のとおりであり、また、動物代謝試験で

は、給与された物質は、ほとんど代謝されずに糞尿に排出され、ヤギ及び鶏の組織及び臓

器では比較的、肝臓及び腎臓に残留が認められている。 

また、グリホサートの主要な代謝物である AMPA 及び N-アセチルグリホサートは、遺

伝子組換え作物において比較的多く残留しているため、畜産物中の暴露評価対象物質（ヒ

トでの摂取量評価に用いる対象物質）については、畜産物での推定残留濃度を確認して判

断することとする。 

 

８ 作物残留試験の結果及び基準値案 

（１）コムギ（種子） 

グリホサートは、国内外でコムギへの適用があることから、JMPR の評価等により残留

が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留濃度を

確認した（表 23、24）。  
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表 23  オランダのコムギの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 2.2 kg ae/ha 1 7 

 

表 24 コムギ（種子）の作物残留試験 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

ベ
ル
ギ
ー 

液剤 散布 1 2.2 
7 2.9 0.05 

14 3.4 0.07 

液剤 散布 1 2.2 
7 2.2 <0.05 

14 3.6 0.06 

液剤 散布 1 2.2 
7 1.4 <0.05 

14 1.7 0.12 

SG2 散布 1 2.2 7 1.4 <0.05 

フ
ラ
ン
ス 

液剤 散布 1 2.1 7 1.7 － 

液剤 散布 1 2.0 7 1.4 － 

液剤 散布 1 2.1 7 1.1 － 

液剤 散布 1 2.0 7 1.3 － 

液剤 散布 1 2.2 7 0.71 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 
7 0.90 <0.05 

14 1.2 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 0.53 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 0.32 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 0.36 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 0.99 0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 3.4 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 
7 3.7 0.07 

14 6.3 0.14 

液剤 散布 1 2.2 7 3.9 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 3.5 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 
7 0.12 <0.05 

15 0.28 <0.05 

SG2 散布 1 2.3 7 0.66 <0.05 
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実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

フ
ラ
ン
ス 

液剤 散布 1 2.2 7 4.0 <0.05 

SG2 散布 1 2.2 7 3.7 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 
7 2.3 <0.05 

14 3.1 <0.05 

SG2 散布 1 2.2 
7 3.6 0.06 

14 3.8 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 0.093 <0.05 

液剤 散布 1 2.1 
7 0.081 <0.05 

14 1.2 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 
7 0.31 <0.05 

14 1.1 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 1.5 <0.05 

液剤 散布 1 2.1 7 9.5 － 

液剤 散布 1 2.1 7 6.4 － 

液剤 散布 1 2.0 7 2.3 － 

液剤 散布 1 2.1 7 2.4 － 

液剤 散布 1 2.2 7 0.80 <0.05 

液剤 散布 1 2.1 7 0.60 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 0.70 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 0.60 <0.05 

SG2 散布 1 2.1 7 0.40 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 1.1 <0.05 

英国 

液剤 散布 1 2.1 7 1.2 － 

液剤 散布 1 2.0 7 1.1 － 

液剤 散布 1 2.1 7 1.1 － 

液剤 散布 1 2.0 7 0.84 － 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

2) SG：顆粒水溶剤 
 

  

 

飼料用のコムギの基準値は、海外で行われたコムギの作物残留試験において、c GAP を

満たしたグリホサート残留濃度の 42 例（下線部分）から OECD calculator により得られ

た推奨基準値の 10 mg/kg とするのが適当と考えられた。 
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一方、食品衛生法では、食用のコムギの基準値を 30 ppm (mg/kg)としており、食用のコ

ムギが飼料に転用される可能性があることから、飼料用のコムギの基準値案を 30 mg/kg

とする。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

コムギの基準値（案） ：30 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：1.2 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.05 mg/kg （AMPA の STMR） 

   

国内でもコムギへの適用があるが、出芽前、耕起前、ほ場内の周縁部での使用で、

使用方法に沿った作物残留試験結果では全て定量下限未満であった。 

 

（２）オオムギ（種子） 

グリホサートは、国内外でオオムギへの適用があることから、JMPR の評価等により残

留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留濃度

を確認した（表 25、26）。 

 

表 25  オランダのオオムギの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 2.2 kg ae/ha 1 7 

 

表 26 オオムギ（種子）の作物残留試験 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

ベ
ル
ギ
ー 

液剤 散布 1 2.2 7 10 0.13 

液剤 散布 1 2.2 7 9.5 0.11 

液剤 散布 1 2.2 7 20 0.12 

SG2 散布 1 2.2 7 14 0.12 

フ
ラ
ン
ス 

液剤 散布 1 2.1 7 6.3 － 

液剤 散布 1 2.12 7 5.5 － 

液剤 散布 1 2.0 7 1.3 － 

液剤 散布 1 2.1 7 1.5 － 

液剤 散布 1 2.2 7 8.5 0.07 

液剤 散布 1 2.2 
7 5.5 <0.05 

14 7.1 0.07 



 

25 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

フ
ラ
ン
ス 

液剤 散布 1 2.2 7 19 0.20 

SG2 散布 1 2.2 7 19 0.19 

液剤 散布 1 2.2 7 16 0.22 

液剤 散布 1 2.2 7 19 0.21 

液剤 散布 1 2.2 
7 4.4 <0.05 

14 4.8 0.08 

液剤 散布 1 2.2 
7 3.8 <0.05 

14 5.5 0.08 

液剤 散布 1 2.2 
7 12 0.13 

14 14 0.20 

液剤 散布 1 2.2 7 11 0.14 

液剤 散布 1 2.1 7 5.2 0.06 

SG2 散布 1 2.0 7 6.7 0.06 

液剤 散布 1 2.4 7 15 0.17 

SG2 散布 1 2.2 7 12 0.16 

液剤 散布 1 2.1 
7 12 0.11 

14 19 0.16 

SG2 散布 1 2.1 7 9.9 0.13 

液剤 散布 1 2.1 7 1.8 <0.05 

SG2 散布 1 2.3 
7 2.0 <0.05 

14 2.2 <0.05 

液剤 散布 1 2.1 7 2.5 0.051 

液剤 散布 1 2.1 7 2.9 0.069 

液剤 散布 1 2.3 7 6.1 0.074 

液剤 散布 1 2.3 
7 4.6 0.074 

14 7.9 0.097 

液剤 散布 1 2.1 7 13 － 

液剤 散布 1 2.1 7 11 － 

液剤 散布 1 1.7 7 6.2 － 

液剤 散布 1 2.2 8 1.8 <0.05 

SG2 散布 1 2.1 8 2.8 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 8 1.6 <0.05 
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実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

フ
ラ
ン
ス 

液剤 散布 1 2.2 7 1.6 <0.05 

SG2 散布 1 2.1 7 2.2 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 3.3 <0.05 

液剤 散布 1 2.2 7 5.4 0.08 

SG2 散布 1 2.1 7 4.4 0.06 

液剤 散布 1 2.2 7 7.2 0.07 

液剤 散布 1 2.2 7 5.9 0.09 

SG2 散布 1 2.1 7 4.0 0.06 

液剤 散布 1 2.2 7 9.6 0.09 

英国 

液剤 散布 1 2.0 7 6.3 － 

液剤 散布 1 2.1 7 5.1 － 

液剤 散布 1 2.0 7 8.1 － 

液剤 散布 1 2.1 7 8.4 － 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

2) SG：顆粒水溶剤 

 

飼料用のオオムギの基準値は、海外で行われたオオムギの作物残留試験において、c GAP

を満たした 49 例（下線部分）から OECD calculator により得られた推奨基準値の 30 

mg/kg とするのが適当と考えられた。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

オオムギの基準値（案） ：30 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：6.3 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.08 mg/kg （AMPA の STMR） 

   

国内でもオオムギへの適用があるが、出芽前、耕起前、ほ場内の周縁部での使用

で、使用方法に沿った作物残留試験結果はなかった。 

 

（３）マイロ（種子（ソルガム）） 

グリホサートは、国内外でマイロへの適用があることから、JMPR の評価等により残留

が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留濃度を

確認した（表 27、28）。 
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表 27  米国のマイロの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 1.7 kg ae/ha － 7 

 

表 28 マイロ（種子）の作物残留試験 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

米国 

液剤 散布 1 1.7 7 6.4 0.15 

液剤 散布 1 1.7 7 1.3 0.05 

液剤 散布 1 1.7 7 1.1 <0.05 

液剤 散布 1 1.7 7 4.6 0.13 

液剤 散布 1 1.7 7 4.4 0.08 

液剤 散布 1 1.7 8 1.7 0.09 

液剤 散布 1 1.7 6 5.3 0.09 

液剤 散布 1 1.7 8 12 0.09 

液剤 散布 1 1.7 7 6.0 0.11 

液剤 散布 1 1.7 8 1.8 <0.05 

液剤 散布 1 1.7 7 6.3 0.22 

液剤 散布 1 1.7 7 13 0.08 

液剤 散布 1 1.7 8 1.4 0.10 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

飼料用のマイロの基準値は、海外で行われたマイロの作物残留試験において、残留が最

大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした 13 例（下線部分）から OECD calculator

により得られた推奨基準値の 20 mg/kg とするのが適当と考えられた。 

一方、Codex 委員会の穀類（マイロを含む。）の基準値及び食品衛生法に基づくマイロ

の基準値は、いずれも 30 mg/kg である。国際規格への調和、また食用のソルガムが飼料

に転用される可能性を踏まえ、飼料用のマイロの基準値案を 30 mg/kg とする。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

マイロ（ソルガム）の基準値（案） ：30 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：4.6 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.09 mg/kg （AMPA の STMR） 
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国内でもマイロへの適用があるが、出芽前、耕起前での使用で、使用方法に沿った

作物残留試験結果はなかった。 

 

（４）エンバク（オーツムギ） 

グリホサートは、国内外でエンバクへの適用があることから、JMPR の評価等により残

留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留濃度

を確認した（表 29、30、31）。 

 

表 29  英国のエンバクの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 1.4 kg ae/ha － 7 

 

表 30 エンバク（種子）の作物残留試験 ① 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

デ
ン
マ
ー
ク 

液剤 散布 1 1.1 

7 7.1 － 

10 8.2 － 

15 8.6 － 

液剤 散布 1 1.1 

7 13 － 

10 8.1 － 

15 14 － 

液剤 散布 1 1.1 7 4.9 － 

英国 

液剤 散布 1 1.44 7 4.9 － 

液剤 散布 1 1.44 7 3.4 － 

液剤 散布 1 1.44 7 4.1 － 

液剤 散布 1 1.4 7 5.2 － 

液剤 散布 1 1.4 7 0.9 － 

液剤 散布 1 1.4 7 6.0 0.05 

液剤 散布 1 1.4 7 3.4 0.06 

液剤 散布 1 1.4 7 8.1 0.22 

1) DAT：処理後日数（days after treatment）  
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表 31 エンバク（種子）の作物残留試験 ② 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度(mg/kg） c GAP 推定値(mg/kg) 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

カナダ 

液剤 散布 1 0.9 7 0.7 <0.05 0.9 0.08 

液剤 散布 1 0.9 7 0.5 <0.05 0.8 0.08 

液剤 散布 1 0.9 6 4.6 0.16 7.2 0.25 

液剤 散布 1 0.9 6 3.7 0.06 5.8 0.09 

液剤 散布 1 0.9 6 3.1 0.05 4.8 0.08 

液剤 散布 1 0.9 6 2.4 <0.05 3.7 0.08 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

飼料用のエンバクの基準値は、海外で行われたエンバクの作物残留試験の 17 例（下線

部分。c GAP を満たす 11 例及びプロポーショナリティー・アプローチにより推定された

c GAP での推定値 6 例）から OECD calculator により得られた推奨基準値の 20 mg/kg と

するのが適当と考えられた。 

一方、食品衛生法では、食用のエンバクの基準値を 30 ppm (mg/kg)としており、食用の

エンバクが飼料に転用される可能性があることから、飼料用のエンバクの基準値案を 30 

mg/kg とする。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

エンバク（オーツ）の基準値（案） ：30 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：4.9 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.08 mg/kg （AMPA の STMR） 

 

国内でもエンバクへの適用があるが、出芽前、耕起前、ほ場内の周縁部での使用

で、使用方法に沿った作物残留試験結果ははなかった。 

 

（５）ライムギ 

グリホサートは、国内外でライムギへの適用があることから、JMPR の評価等により残

留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留濃度

を確認した（表 32、33、34）。 

 

表 32  英国のライムギの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 1.4 kg ae/ha － 7 
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表 33 ライムギ（種子）の作物残留試験 ① 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

デ
ン
マ
ー
ク 

液剤 散布 1 1.1 7 2.2 － 

液剤 散布 1 1.1 7 1.6 － 

液剤 散布 1 1.1 
7 1.3 － 

10 1.6 － 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

表 34 ライムギ（種子）の作物残留試験 ② 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度(mg/kg） c GAP 推定値(mg/kg) 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

デ
ン
マ
ー
ク 

液剤 散布 1 2.2 

7 3.5 － 2.2 － 

10 5.3 － 3.4 － 

15 5.4 － 3.4 － 

液剤 散布 1 2.2 
7 1.9 － 1.2 － 

10 2.9 － 1.8 － 

液剤 散布 1 2.2 
7 2.8 － 1.8 － 

10 3.1 － 2.0 － 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

飼料用のライムギの基準値は、海外で行われたライムギの作物残留試験の 6 例（下線部

分。c GAPを満たす 3例及びプロポーショナリティー・アプローチにより推定された 3例）

から OECD calculator により得られた推奨基準値の 7 mg/kg とするのが適当と考えられ

た。 

一方、食品衛生法では、食用のライムギの基準値は 30 ppm (mg/kg)としており、食用の

ライムギが飼料に転用される可能性があることから、飼料用のライムギの基準値案を 30 

mg/kg とする。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。なお、ライム

ギの AMPA は分析されていないことから、使用基準が同じエンバクの作物残留試験の

AMPA の残留濃度と同じとする。 

 

ライムギの基準値（案） ：30 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：1.9 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.08 mg/kg （AMPA の STMR） 
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国内でもライムギへの適用があるが、出芽前、耕起前、ほ場内の周縁部での使用

で、使用方法に沿った作物残留試験結果はなかった。 

 

（６）牧草（アルファルファ） 

グリホサートは、国内外でアルファルファへの適用があることから、JMPR の評価等に

より残留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残

留濃度を確認した（表 35、36）。 

 

表 35  米国のアルファルファの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI 等 

液剤 散布 1.7 kg ae/ha － 
散布後、放牧又は収穫の間は最低

36 時間空けること。 

 

表 36 アルファルファ乾牧草の作物残留試験 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 水分含量 10% 

換算値(Gly) ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

カナダ 

液剤 散布 1 1.8 3 57 0.4 57.6  

液剤 散布 1 1.7 4 78 0.62 78.9  

液剤 散布 1 1.7 4 77 0.70 77.9  

米国 

液剤 散布 1 1.7 4 256 2.3 258.9  

液剤 散布 1 1.7 5 341 2.0 344.8  

液剤 散布 1 1.7 3 280 1.6 283.1  

液剤 散布 1 1.7 4 208 1.1 210.3  

液剤 散布 1 1.7 3 189 0.94 191.1  

液剤 散布 1 1.7 4 195 1.0 197.2  

液剤 散布 1 1.7 4 335 2.0 338.8  

液剤 散布 1 1.7 3 83 0.47 83.9  

液剤 散布 1 1.7 4 131 0.94 132.5  

液剤 散布 1 1.7 4 97 0.43 98.1  

液剤 散布 1 1.5 4 187 0.97 189.1  

液剤 散布 1 1.7 4 204 1.1 206.3  

液剤 散布 1 1.7 4 0.45 0.22 0.5  

液剤 散布 1 1.7 3 214 0.83 216.4  
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実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 水分含量 10% 

換算値(Gly) ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

米国 

液剤 散布 1 1.7 4 196 0.96 198.2  

液剤 散布 1 1.7 5 148 0.73 149.7  

液剤 散布 1 1.7 4 117 1.2 118.3  

液剤 散布 1 1.7 3 219 1.1 221.5  

液剤 散布 1 1.7 4 97 0.64 98.1  

液剤 散布 1 1.7 6 257 1.2 259.9  

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

アルファルファ乾牧草のc GAPに適合する作物残留試験は23例であった。牧草の基準値

は、水分含量10%として基準値を設定しているが、これらの試験結果の分析時の水分含量

は不明だったため、アルファルファ乾牧草の平均的なDMとされている 89% １（水分含量 

11%）から、DM 90%ベース（水分含量 10%）に分析値を換算した。これらから、アルフ

ァルファ乾牧草の基準値は、換算した分析値からOECD calculatorにより得られた推奨基

準値は600 mg/kgと推定された。 

しかしながら、アルファルファ乾牧草の主要輸入先国で最も基準値が高い米国の基準値

でも400 mg/kgとしており、当該推奨基準値案は、主要輸入先国に比べかなり高いものと

なる。また、Codex委員会（JMPR 2005）のアルファルファ乾牧草の基準値は、DMベー

ス（水分含量0%）で500 mg/kg（当該基準値は、OECD calculatorの使用以前に設定され

たもの）としている。これらのことを踏まえ、当面の間は、アルファルファ乾牧草の基準

値は500 mg/kgとし、Codex委員会の基準値の見直しが行われた場合には基準値の見直し

を検討する。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

アルファルファ乾牧草の基準値（案） ：500 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR ：341 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの Highest residue） 

 ：2.3 mg/kg （AMPA の Highest residue） 

畜産物の STMR ：189 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの Median residue） 

 ：0.96 mg/kg （AMPA の Median residue） 

   

  

  

 
１ FAO manual on the submission and evaluation of pesticide residues data for the estimation of maximum residue levels in food and feed (Third edition)  
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   （参考：OECD calculator の結果） 
Proposed MRL estimate 

 

- Highest residue 344.800 

- Mean + 4 SD 534.054 

- CF x 3 Mean 523.187 

Unrounded MRL 534.054 

Rounded MRL 600 

 

（７）牧草（イネ科乾牧草） 

グリホサートは、国内外でイネ科牧草への適用があることから、JMPR の評価等により

残留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留濃

度を確認した（表 37、38）。 

 

表 37  米国のイネ科牧草の使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI 等 

液剤 散布 2.5 kg ae/ha － 

2.5 kg ae/ha 以下であれば、散布時と放牧又は

収穫の間を空けなくてもよい（2.5 kg ae/ha を

超過するのであればその間を 8 週間空けるこ

と）。 

 

表 38 米国におけるイネ科乾牧草（ヘイ）の作物残留試験 

 
剤型 

使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 水分含量

10%換算値 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

バミューダグラス 

（1 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 259 1.9 264.9 

バミューダグラス 

（1 番草） 
液剤 散布 1 2.5 

3 7.3 1.7 － 

7 116 2.6 118.6 

バミューダグラス 

（1 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 233 4.5 238.3 

バミューダグラス 

（1 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 203 4.5 207.6 

ケンタッキーブルー

グラス（2 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 75 1.0 76.7 

ブルーグラス 

（1 番草） 
液剤 散布 1 2.5 

3 215 1.8 － 

7 290 4.1 296.6 
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剤型 

使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 水分含量

10%換算値 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

ケンタッキーブルー

グラス（2 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 66 0.58 67.5 

ケンタッキーブルー

グラス（1 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 38 0.75 38.9 

フェスクグラス 

（6 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 244 2.3 249.5 

ブロームグラス 液剤 散布 1 2.5 3 212 1.1 216.8 

ﾌﾞﾛｰﾑ/ﾌｪｽｸｸﾞﾗｽ等混

合（2 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 122 1.3 124.8 

ブロームグラス 

（1 番草） 
液剤 散布 1 2.5 3 100 0.79 102.3 

フェスクグラス 

（3 番草） 
液剤 散布 1 2.5 

3 153 1.5 － 

7 187 2.1 191.3 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

海外で行われた作物残留試験において、イネ科乾牧草（ヘイ）のc GAPに適合する作物

残留試験は13例であった。牧草の基準値は、水分含量10%として基準値を設定しているが、

これらの試験結果の分析時の水分含量は不明だったため、イネ科乾牧草の平均的なDMと

されている88%（水分含量 12%）から、DM 90%ベース（水分含量 10%）に分析値を換

算した。アルファルファを除く乾牧草の基準値は、換算した分析値からOECD calculator

により得られた推奨基準値は500 mg/kgが適当と考えられた。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

イネ科乾牧草（案） ：500 mg/kg  

畜産物の基準値推定、畜産物の HR ：290 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの Highest residue） 

 ：4.5 mg/kg （AMPA の Highest residue） 

畜産物の STMR ：187 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの Median residue） 

 ：1.9 mg/kg （AMPA の Median residue） 

 

国内でも牧草への適用があるが、出芽前、耕起前での使用で、使用方法に沿った作

物残留試験結果はほとんどが定量下限未満であった。 
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    （参考：OECD calculator の結果） 
- Highest residue 296.600 

- Mean + 4 SD 506.832 

- CF x 3 Mean 506.262 

Unrounded MRL 506.832 

Rounded MRL 500 

 

（６）及び（７）の結果から、アルファルファ及びイネ科牧草の基準値案はともに500 

mg/kgであることから、牧草の基準値案は、500 mg/kgとする。 

 

牧草の基準値（案）  ：500 mg/kg 

 

（８）トウモロコシ 

① 非遺伝子組換え体 

グリホサートは、国内外でトウモロコシへの適用があることから、JMPR の評価等によ

り残留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留

濃度を確認した（表 39、40）。 

 

表 39  米国の非遺伝子組換えトウモロコシの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用時期 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 
収穫前（穀粒の水分含量が

35%未満のとき） 
2.5 kg ae/ha － 7 

 

表 40 米国におけるトウモロコシの作物残留試験（非遺伝子組換え） 

剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 1 2.5 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 7 0.06 <0.05 

液剤 散布 1 2.6 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 7 0.09 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 6 0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.6 7 3.0 <0.05 

液剤 散布 1 2.7 7 0.06 <0.05 
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剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 1 2.5 6 0.07 0.08 

液剤 散布 1 2.5 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 7 <0.05 0.13 

液剤 散布 1 2.5 7 0.05 0.06 

液剤 散布 1 2.6 6 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 6 0.19 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 6 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 6 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 6 0.54 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 1 2.5 6 <0.05 0.12 

液剤 散布 1 2.5 7 <0.05 <0.05 

 1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

非遺伝子組換え体トウモロコシの基準値は、海外で行われた作物残留試験において、 

c GAP を満たした 21 例（下線部分）から OECD calculator により得られた推奨基準値の

3 mg/kg とするのが適当と考えられた（STMR：グリホサート 0.05 mg/kg、AMPA 0.05 

mg/kg）。 

 

国内でもトウモロコシへの適用があるが、出芽前、耕起前での使用で、使用方法に

沿った作物残留試験結果はなかった。 

 

② グリホサート耐性組換え体（gox遺伝子導入） 

グリホサートは、海外でグリホサート耐性遺伝子（gox）導入組換えトウモロコシへの適

用があることから、JMPR の評価等により残留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を

満たした作物残留試験結果からその残留濃度を確認した（表 41、42）。 

 

表 41  米国の遺伝子組換えトウモロコシの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 備考 

液剤 
噴霧（地上機材又は滴

下ノズル） 
0.84 kg ae/ha － 7 

年間最大使用量は

6.7 kg ae/ha 
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表 42 米国における遺伝子組換えトウモロコシの作物残留試験 

（gox 遺伝子導入） 

剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 4 0.84 6 0.34 <0.05 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 0.11 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 0.21 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 0.12 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 0.30 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 0.41 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 0.64 

液剤 散布 4 0.84 8 <0.05 0.48 

液剤 散布 4 0.84 6 0.06 1.4 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 0.36 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 0.30 

液剤 散布 4 0.84 6 0.06 0.21 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 1.00 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 <0.05 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 0.32 

液剤 散布 4 0.84 8 <0.05 0.24 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 0.22 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 0.31 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 0.32 

液剤 散布 4 0.84 7 <0.05 0.11 

液剤 散布 4 0.84 6 <0.05 0.14 

1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

 

gox 遺伝子導入組換え体トウモロコシの基準値は、海外で行われた作物残留試験におい

て、c GAP を満たした 22 例（下線部分）から OECD calculator により得られた推奨基準

値の 0.4 mg/kg とするのが適当と考えられた（STMR：グリホサート 0.05 mg/kg、AMPA 

0.27 mg/kg）。 

 

③ グリホサート耐性組換え体（gat遺伝子導入） 

グリホサートは、海外でグリホサート耐性遺伝子（gat）導入組換えトウモロコシへの適
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用があることから、JMPR の評価等により残留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を

満たした作物残留試験結果からその残留濃度を確認した（表 43、44）。 

 

表 43  米国の遺伝子組換えトウモロコシの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 備考 

液剤 
噴霧（地上機材又は滴

下ノズル） 
0.88 kg ae/ha － 7 

年間最大使用量は

6.7 kg ae/ha 

 

表 44 遺伝子組換えトウモロコシ（種子）の作物残留試験（gat 遺伝子導入） 

実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly2 合計 3 

米国 

液剤 散布 4 0.89 7 <0.05 0.15 0.2 

液剤 散布 4 0.90 7 <0.05 0.08 0.13 

液剤 散布 4 0.88 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.90 7 0.06 <0.05 0.11 

液剤 散布 4 0.86 7 <0.05 0.07 0.12 

液剤 散布 4 0.83 7 <0.05 0.10 0.15 

液剤 散布 4 0.88 7 <0.05 0.52 0.57 

液剤 散布 4 0.90 7 <0.05 0.06 0.11 

液剤 散布 4 0.85 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.87 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.88 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.91 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.90 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.90 7 <0.05 0.17 0.22 

液剤 散布 4 0.86 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.91 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.89 7 <0.05 0.05 0.10 

液剤 散布 4 0.90 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.87 7 <0.05 <0.05 <0.10 

米国 

液剤 散布 4 0.88 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.87 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.88 7 <0.05 0.06 0.11 

液剤 散布 4 0.91 7 <0.05 <0.05 <0.10 
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実施国 剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly2 合計 3 

カナダ 
液剤 散布 4 0.91 7 <0.05 <0.05 <0.10 

液剤 散布 4 0.91 7 <0.05 <0.05 <0.10 

米国 
液剤 散布 4 0.85 7 0.08 0.24 0.32 

液剤 散布 4 0.89 7 0.05 0.10 0.15 

1) DALA：最終処理後日数（days after last application）  

2) NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

3) 合計：定量下限未満は定量下限値で算出。 

 

gat 遺伝子導入組換えトウモロコシの基準値は、海外で行われた作物残留試験において、

c GAP を満たした 27 例（下線部分）から OECD calculator により得られた推奨基準値の

0.6 mg/kg とするのが適当と考えられた（STMR：グリホサート 0.05 mg/kg、N-アセチ

ルグリホサート 0.05 mg/kg）。 

 

①から③の結果から、飼料用のトウモロコシの基準値は、基準値が最も高い3 mg/kgと

するのが適当であると考えられた。 

一方、食品衛生法では、食用のトウモロコシの基準値は 5 ppm (mg/kg)としており、食

用のトウモロコシが飼料に転用される可能性があることから、飼料用のトウモロコシの基

準値案を 5 mg/kg とする。 

また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

トウモロコシの基準値（案） ：5 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：0.05 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.27 mg/kg （AMPA の STMR） 

 ：0.05 mg/kg （N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 

（９）ダイズ 

① 非遺伝子組換え体及びグリホサート耐性組換え体（epsps 遺伝子導入） 

グリホサートは、国内外でダイズへの適用があることから、JMPR の評価等により残留

が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たした作物残留試験結果からその残留濃度を

確認した（表 45、46、47）。 
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表 45  米国のダイズの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 備考 

液剤 
散布（空中

又は土壌） 
4.5 kg ae/ha － 

7 

（飼料の場

合は 25 日又

は 14 日） 

・家畜飼料：収穫前の最終使用から

25 日（最終使用の量が 0.84 kg ae/ha

以下の場合は 14 日間）以内に家畜を

放牧又は収穫しないこと。 

・年間最大使用量は 6.7 kg ae/ha 

 

表 46  米国の遺伝子組換えダイズの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 備考 

液剤 
散布（空中

又は土壌） 

0.84 kg 

ae/ha 
－ 14 ・年間最大使用量は 6.7 kg ae/ha 

 

表 47 米国におけるダイズ（種子）の作物残留試験 

（非遺伝子組換え及び epsps 遺伝子導入） 

剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 3 0.84 15 9.2 1.5 

液剤 散布 3 0.84 16 0.71 0.46 

液剤 散布 4 0.84 13 2.8 0.76 

液剤 散布 4 0.84 16 1.8 1.9 

液剤 散布 4 0.84 13 3.2 3.9 

液剤 散布 4 0.84 13 2.6 4.6 

液剤 散布 4 0.84 13 0.34 0.48 

液剤 散布 4 0.84 11 3.6 2.6 

液剤 散布 4 0.84 13 5.3 1.5 

液剤 散布 4 0.84 13 0.84 0.72 

液剤 散布 4 0.84 15 2.4 3.9 

液剤 散布 4 0.84 13 1.8 2.7 

液剤 散布 4 0.84 14 2.7 1.8 

液剤 散布 4 0.84 12 3.7 0.42 

液剤 散布 4 0.84 12 0.93 1.5 

液剤 散布 4 0.84 16 0.16 0.27 

液剤 散布 4 0.84 15 1.7 0.96 

液剤 散布 4 0.84 12 0.37 0.27 
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剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 4 0.84 12 0.97 1.6 

液剤 散布 4 0.84 14 0.44 0.46 

液剤 散布 4 0.84 11 0.58 0.60 

液剤 散布 4 0.84 12 2.8 2.5 

液剤 散布 4 0.84 11 0.56 1.2 

液剤 散布 4 0.84 11 1.4 1.6 

液剤 散布 4 0.84 12 0.27 0.21 

液剤 散布 4 0.84 11 0.43 0.68 

液剤 散布 4 5.0 25 6.2 1.3 

  1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

 

ダイズの基準値は、海外で行われた作物残留試験において、c GAP（家畜飼料）を満た

した 27 例（下線部分）から OECD calculator により得られた推奨基準値の 15 mg/kg と

するのが適当と考えられた（STMR：グリホサート 1.7 mg/kg、AMPA 1.3 mg/kg）。 

 

国内でもダイズに適用があるが、使用方法に沿った作物残留試験結果は非常に少な

かった。 

 

②グリホサート耐性組換え体（gat 遺伝子導入） 

グリホサートは、海外でグリホサート耐性遺伝子（gat）導入組換えダイズへの適用があ

ることから、JMPR の評価等により残留が最大となる使用基準（c GAP）の条件を満たし

た作物残留試験結果からその残留濃度を確認した（表 48、49）。 

 

表 48  米国のグリホサート耐性遺伝子組換えダイズの使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 備考 

液剤 散布（空中又は土壌） 0.88 kg ae/ha － 14 
年間最大使用量は

6.7 kg ae/ha 

 

表 49 遺伝子組換えダイズの作物残留試験（gat 遺伝子導入） 

実施国 剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly2 合計 3 

米国 
液剤 散布 4 0.86 17 0.45 5.0 5.45 

液剤 散布 4 0.86 15 0.09 2.4 2.49 



 

42 

実施国 剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly2 合計 3 

米国 
液剤 散布 4 0.89 16 <0.05 <0.05 0.10 

液剤 散布 4 0.92 15 0.11 1.0 1.11 

カナダ 
液剤 散布 4 0.86 15 0.12 1.7 1.82 

液剤 散布 4 1.03 13 0.21 6.0 6.21 

米国 

液剤 散布 4 0.86 14 0.15 7.9 8.05 

液剤 散布 4 0.90 14 0.12 6.6 6.72 

液剤 散布 4 0.88 14 1.8 4 5.8 

液剤 散布 4 0.90 14 0.86 0.98 1.84 

液剤 散布 4 0.91 14 0.64 1.3 1.94 

液剤 散布 4 0.89 17 0.19 3.2 3.39 

液剤 散布 4 0.86 12 0.29 5.6 5.89 

液剤 散布 4 0.89 15 0.21 1.1 1.31 

液剤 散布 4 0.88 13 <0.05 0.49 0.54 

液剤 散布 4 0.97 14 2.0 <0.05 2.05 

液剤 散布 4 0.87 14 0.09 0.88 0.97 

液剤 散布 4 0.88 14 <0.05 1.7 1.75 

液剤 散布 4 0.87 13 <0.05 0.31 0.36 

カナダ 

液剤 散布 4 0.84 11 0.09 2.4 2.49 

液剤 散布 4 0.85 11 0.09 0.63 0.72 

液剤 散布 4 0.88 14 0.06 3.2 3.26 

1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

2) NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

3) 合計：定量下限未満は定量下限値で算出。 

 

海外で行われた作物残留試験において、c GAP を満たした 22 例（下線部分）から OECD 

calculator により得られた推奨基準値の 15 mg/kg とするのが適当と考えられた（STMR

：グリホサート 0.12 mg/kg、N-アセチルグリホサート 1.7 mg/kg）。 

 

①及び②の結果から、飼料用のダイズの基準値は、15 mg/kgとするのが適当であると考

えられた。 

一方、食品衛生法では、食品のダイズの基準値は 20 ppm (mg/kg)としており、食用のダ

イズが飼料に転用される可能性があることから、飼料用のダイズの基準値案を 20 mg/kg

とする。 
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また、畜産物の基準値推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

ダイズの基準値（案） ：20 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：1.7 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：1.3 mg/kg （AMPA の STMR） 

 ：1.7 mg/kg （N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 

（10）ダイズ油かす 

グリホサートは、国内外でダイズへの適用があり、ダイズ油かすが飼料利用されている。

配合飼料には、ダイズ油かすが比較的多く配合されていることから、ダイズ油かすの基準

値を検討するとともに、畜産物の HR 及び STMR を算出するために、ダイズの加工試験

及び作物残留試験結果を確認した（ダイズ油かすの作物残留試験結果はないことから、ダ

イズの加工試験からダイズ油かすの残留を推定）。 

 

① ダイズの加工試験 

ダイズは、合計使用量 34 kg ae/ha（年間使用量の 5 倍、回数：4 回）で処理され、最

終処理 14 日後に採取された。搾油処理後の残さは、ヘキサンで 3 回抽出され、LC-MS/MS

により残留物質が測定された。その結果、ダイズ油かすの加工係数は 0.7、ダイズ皮の加

工係数は 5.1 と推定された（表 50）。 

 

表 50 ダイズにおける加工試験 

剤型 
使用 

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１ 

（日） 

残留濃度（mg/kg）2 

種子 ダイズ油かす ダイズ皮 

液剤 散布 4 
17、3.9 

8.8、4.4 
14 3.40 2.39 17.4 

加工係数 － 0.7 5.1 

1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

2) グリホサート、N-アセチルグリホサート、AMPA 及び N-アセチル AMPA の合計（グリホサート換算値） 

 

② ダイズ油かすの基準値、畜産物残留濃度の推定（ⅰ：非遺伝子組換え食用ダイズ） 

食用で生産されたダイズからダイズ油かすが製造された場合を想定し、食用のダイズの

c GAP を満たした作物残留試験結果に加工係数 0.7 を乗じて、ダイズ油かすの残留濃度を

推定した（表 51、52）。 
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表 51  米国のダイズ（食用）の使用基準（c GAP） 

剤型 使用方法 使用量 回数 PHI（日） 備考 

液剤 
散布（空中

又は土壌） 
4.5 kg ae/ha － 7 ・年間最大使用量は 6.7 kg ae/ha 

 

表 52 米国におけるダイズ（食用：種子）の作物残留試験（非遺伝子組換え） 

剤型 使用方法 
使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ダイズ残留濃度 ダイズ油かす推定濃度 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 地上散布 5.0 7 0.56 <0.05 0.39 <0.04 

液剤 地上散布 5.1 7 0.24 0.07 0.17 0.05 

液剤 地上散布 5.0 7 0.22 <0.05 0.15 <0.04 

液剤 地上散布 5.0 7 1.6 <0.05 1.12 <0.04 

液剤 地上散布 5.0 9 0.94 0.06 0.66 <0.04 

液剤 地上散布 5.0 7 0.14 <0.05 0.1 0.04 

液剤 地上散布 5.1 8 0.12 <0.05 0.08 <0.04 

液剤 地上散布 5.0 7 0.16 <0.05 0.11 <0.04 

液剤 地上散布 5.0 8 0.68 0.07 0.48 0.05 

液剤 地上散布 5.0 7 3.0 0.11 2.10 0.08 

 1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

ダイズ油かすの基準値（非遺伝子組換え食用ダイズ）は、ダイズ油かすの推定残留濃度

の 10 例（下線部分）から OECD calculator により得られた推奨基準値の 3 mg/kg とする

のが適当と考えられた（STMR：グリホサート 0.28 mg/kg、AMPA 0.04 mg/kg）。 
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③ ダイズ油かすの基準値、畜産物残留濃度の推定 （ⅱ：非遺伝子組換え及び epsps 遺伝

子導入） 

飼料用で生産されたダイズからダイズ油かすが製造された場合を想定し、表 47 の飼料

用のダイズの作物残留試験結果に加工係数 0.7 を乗じて、ダイズ油かすの残留濃度を推定

した（表 53）。 

 

表 53 米国におけるダイズ（種子）の作物残留試験 

（非遺伝子組換え及び epsps 遺伝子導入） 

剤型 
使用

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ダイズ残留濃度 ダイズ油かす推定濃度 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 3 0.84 15 9.2 1.5 6.44  1.05  

液剤 散布 3 0.84 16 0.71 0.46 0.50  0.32  

液剤 散布 4 0.84 13 2.8 0.76 1.96  0.53  

液剤 散布 4 0.84 16 1.8 1.9 1.26  1.33  

液剤 散布 4 0.84 13 3.2 3.9 2.24  2.73  

液剤 散布 4 0.84 13 2.6 4.6 1.82  3.22  

液剤 散布 4 0.84 13 0.34 0.48 0.24  0.34  

液剤 散布 4 0.84 11 3.6 2.6 2.52  1.82  

液剤 散布 4 0.84 13 5.3 1.5 3.71  1.05  

液剤 散布 4 0.84 13 0.84 0.72 0.59  0.50  

液剤 散布 4 0.84 15 2.4 3.9 1.68  2.73  

液剤 散布 4 0.84 13 1.8 2.7 1.26  1.89  

液剤 散布 4 0.84 14 2.7 1.8 1.89  1.26  

液剤 散布 4 0.84 12 3.7 0.42 2.59  0.29  

液剤 散布 4 0.84 12 0.93 1.5 0.65  1.05  

液剤 散布 4 0.84 16 0.16 0.27 0.11  0.19  

液剤 散布 4 0.84 15 1.7 0.96 1.19  0.67  

液剤 散布 4 0.84 12 0.37 0.27 0.26  0.19  

液剤 散布 4 0.84 12 0.97 1.6 0.68  1.12  

液剤 散布 4 0.84 14 0.44 0.46 0.31  0.32  

液剤 散布 4 0.84 11 0.58 0.60 0.41  0.42  

液剤 散布 4 0.84 12 2.8 2.5 1.96  1.75  

液剤 散布 4 0.84 11 0.56 1.2 0.39  0.84  

液剤 散布 4 0.84 11 1.4 1.6 0.98  1.12  
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剤型 
使用

方法 
回数 

使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ダイズ残留濃度 ダイズ油かす推定濃度 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 4 0.84 12 0.27 0.21 0.19 0.15 

液剤 散布 4 0.84 11 0.43 0.68 0.30  0.48  

液剤 散布 4 5.0 25 6.2 1.3 4.34  0.91  

 1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

 

ダイズ油かすの基準値は、海外で行われた作物残留試験において、c GAP を満たした 27

例（下線部分）から OECD calculator により得られた推奨基準値の 8 mg/kg とするのが

適当と考えられた（STMR：グリホサート 1.19 mg/kg、AMPA 0.91 mg/kg）。 

 

④ ダイズ油かすの基準値、畜産物残留濃度の推定（ⅲ：gat 遺伝子導入組換え体） 

グリホサート耐性ダイズからダイズ油かすが製造された場合を想定し、表 49 の gat 遺
伝子導入組換え体について、作物残留試験結果に加工係数 0.7 を乗じて、ダイズ油かす

の残留濃度を推定した（表 54）。 

 

表 54 遺伝子組換えダイズ油かすの推定残留濃度（gat 遺伝子導入） 

実施国 剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

推定残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly2 合計 

米国 

液剤 散布 4 0.86 17 0.32  3.50  3.82  

液剤 散布 4 0.86 15 0.06  1.68  1.74  

液剤 散布 4 0.89 16 0.04  0.04  0.08  

液剤 散布 4 0.92 15 0.08  0.70  0.78  

カナダ 
液剤 散布 4 0.86 15 0.08  1.19  1.27  

液剤 散布 4 1.03 13 0.15  4.20  4.35  

米国 

液剤 散布 4 0.86 14 0.11  5.53  5.64  

液剤 散布 4 0.90 14 0.08  4.62  4.70  

液剤 散布 4 0.88 14 1.26  2.80  4.06  

液剤 散布 4 0.90 14 0.60  0.69  1.29  

液剤 散布 4 0.91 14 0.45  0.91  1.36  

液剤 散布 4 0.89 17 0.13  2.24  2.37  

液剤 散布 4 0.86 12 0.20  3.92  4.12  

液剤 散布 4 0.89 15 0.15  0.77  0.92  

液剤 散布 4 0.88 13 0.04  0.34  0.38  
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実施国 剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

推定残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly2 合計 

米国 

液剤 散布 4 0.97 14 1.40  0.04  1.44  

液剤 散布 4 0.87 14 0.06  0.62  0.68  

液剤 散布 4 0.88 14 0.04  1.19  1.23  

液剤 散布 4 0.87 13 0.04  0.22  0.26  

カナダ 

液剤 散布 4 0.84 11 0.06  1.68  1.74  

液剤 散布 4 0.85 11 0.06  0.44  0.50  

液剤 散布 4 0.88 14 0.04  2.24  2.28  

1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

2) NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

 

ダイズ油かすの推定残留濃度の 22 例（下線部分）から OECD calculator により得られ

た推奨基準値の 9 mg/kg とするのが適当と考えられた（STMR：グリホサート 0.08 mg/kg、

N-アセチルグリホサート 1.19 mg/kg）。 

 

⑤ ダイズ油かすの基準値、畜産物の基準値等の推定（まとめ） 

ダイズ油かすの基準値は、②から④までにより、最も高い基準値の 9 mg/kg とするの

が適当と考えられた。 

また、畜産物の基準値等の推定に用いる値は、②から④までにより、以下のとおりそれ

ぞれの物質の STMR で最も高い値とする。 

 

ダイズ油かすの基準値（案） ：9 mg/kg  

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：1.19 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.91 mg/kg （AMPA の STMR） 

 ：1.19 mg/kg （N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 

（11）ナタネ油かす 

グリホサートは、海外でナタネへの適用があり、ナタネ油かすが飼料利用されている。

このため、畜産物の HR 及び STMR を算出するに当たって、ナタネの加工試験及び作物

残留試験結果を確認した（ナタネ油かすの作物残留試験結果はないことから、ナタネの加

工試験からナタネ油かすの残留を推定）。 
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① ナタネの加工試験 

ナタネは、合計使用量 1.4 kg ae/ha、2.9 kg ae/ha で処理され、最終処理 14 日後に採

取された。搾油処理後の残さが測定された結果、ナタネ油かすの加工係数は平均の 2.5 と

推定された（表 55）。 

 

表 55 ナタネにおける加工試験 

国 
DAT1 

（日） 

使用量 

(kg ae/ha) 

グリホサート残留（mg/kg） 

種子 油かす 加工係数 

英国 14 

1.4 

0.16 0.34 2.1 

1.5 1.7 1.2 

2.7 3.1 1.1 

2.9 

0.48 3.4 7.0 

3.2 4.9 1.5 

4.0 8.9 2.2 

平均 2.5 

1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

② 畜産物残留濃度の推定に用いる値（ⅰ：非遺伝子組換えナタネ） 

ナタネの作物残留試験について、非遺伝子組換えナタネの作物残留試験結果を確認し

た（表 56、57）。 

 

表 56  カナダのナタネの使用基準（遺伝子組換え体も含む）（c GAP） 

剤型 使用方法 使用時期 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 
収穫前（穀粒の水分含量が

35%未満のとき） 
0.9 kg ae/ha － 7 

 

表 57 カナダにおけるナタネの作物残留試験（非遺伝子組換え） 

剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 1 0.90 7 1.3 <0.05 

液剤 散布 1 0.90 7 2.1 <0.05 

液剤 散布 1 0.90 7 0.61 <0.05 

液剤 散布 1 0.90 7 0.54 <0.05 

液剤 散布 1 0.90 6 2.6 0.053 

液剤 散布 1 0.90 6 3.6 0.07 
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剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DAT１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 1 0.90 7 0.54 <0.05 

液剤 散布 1 0.90 7 1.8 <0.05 

液剤 散布 1 0.72 7 0.3 <0.05 

   1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

ナタネの STMR（グリホサート 1.3 mg/kg、AMPA 0.05 mg/kg）から、ナタネの加工係

数（2.5）を乗じて、ナタネ油かすの STMR を推定した（グリホサート 3.25 mg/kg、AMPA 

0.125 mg/kg）。 

 

③ 畜産物残留濃度の推定に用いる値（ⅱ：gat 遺伝子導入組換えナタネ） 

ナタネの作物残留試験について、gat 遺伝子導入組換えナタネがあることから、gat 遺
伝子導入組換えナタネの作物残留試験結果を確認した（表 58）。 

 

表 58 カナダにおける遺伝子組換えナタネの作物残留試験（gat 遺伝子導入） 

剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DALA１

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly2 合計 

液剤 散布 3 0.885 8 1.3 0.46 1.76 

液剤 散布 3 0.90 7 9.0 0.22 9.22 

液剤 散布 3 0.93 7 2.3 0.48 2.78 

液剤 散布 3 0.88 7 0.82 0.61 1.43 

液剤 散布 3 0.92 7 2.7 0.34 3.04 

液剤 散布 3 0.90 6 7.2 3.1 10.3 

液剤 散布 3 0.92 6 3.1 0.29 3.39 

液剤 散布 3 0.89 6 0.91 2.8 3.71 

液剤 散布 3 0.91 6 0.46 0.34 0.8 

液剤 散布 3 0.93 6 0.71 14 14.71 

 1) DALA：最終処理後日数（days after last application）    

2) NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

 

gat 遺伝子組換え体ナタネの STMR は、グリホサートが 1.8 mg/kg、N-アセチルグリホ

サートが 0.47 mg/kg であったことから、ナタネ油かすの加工係数（2.5）を乗じて、ナタ

ネ油かすの STMR を推定した（グリホサート 4.5 mg/kg、N-アセチルグリホサート 1.175 

mg/kg）。 
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④ 畜産物残留濃度の推定に用いる値（まとめ：ナタネ） 

畜産物の基準値等の推定に用いる値は、（ⅰ）及び（ⅱ）により、以下のとおりそれぞ

れの物質の STMR で最も高い値とする。 

 

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：4.5 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.125 mg/kg （AMPA の STMR） 

 ：1.175 mg/kg （N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 

（12）ビートパルプ（テンサイ加工品） 

グリホサートは、国外でテンサイへの適用があり、ビートパルプが飼料利用されている。

このため、畜産物の HR 及び STMR を算出するに当たって、テンサイの加工試験及び作

物残留試験結果を確認した（ビートパルプの作物残留試験結果はないことから、テンサイ

の加工試験からビートパルプの残留を推定）。 

 

① テンサイの加工試験 

テンサイは、合計使用量 6.8 kg ae/ha（処理回数：4 回）で処理された。搾処理後の残

さの残留物質が測定された結果、ビートパルプの加工係数は平均の 0.6 と推定された（表

59）。 

 

表 59 テンサイにおける加工試験 

 
使用量 

(kg ae/ha) 
DALA１ 

グリホサート残留（mg/kg） 

根 ビートパルプ 加工係数 

米国 
3.4、0.86 

0.86、1.7 

48 6.0 4.3 0.7 

60 3.8 1.9 0.5 

平均 0.6 

1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

 

② テンサイの作物残留試験結果 

テンサイの作物残留試験について、遺伝子組換え体（epsps 遺伝子導入）において c 

GAP を満たした作物残留試験結果を確認した（表 60、61。非遺伝子組換えテンサイは、

c GAP を満たした作物残留試験はなかった。）。 
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表 60  カナダのテンサイの使用基準（遺伝子組換え体も含む）（c GAP） 

剤型 使用方法 使用時期 使用量 回数 PHI（日） 

液剤 散布 収穫前 0.9 kg ae/ha 4 30 

 

表 61 米国におけるテンサイ（地下部）の作物残留試験（epsps 遺伝子導入） 

剤型 使用方法 回数 
使用量 

(kg ae/ha) 

DAT 1 

（日） 

残留濃度（mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

液剤 散布 4 0.90 28 3.2 0.05 

液剤 散布 4 0.89 31 6.0 0.11 

液剤 散布 4 0.90 29 3.6 0.07 

液剤 散布 5 0.90 32 7.6 0.12 

液剤 散布 4 0.93 31 7.1 0.15 

液剤 散布 5 0.87 30 4.7 0.12 

液剤 散布 5 0.86 28 5.1 0.22 

液剤 散布 5 0.87 31 2.9 0.10 

液剤 散布 5 0.86 30 4.8 0.16 

液剤 散布 5 0.87 30 4.6 0.12 

液剤 散布 5 0.87 29 2.2 0.08 

液剤 散布 5 0.87 30 3.2 0.12 

液剤 散布 5 0.87 29 2.9 0.08 

液剤 散布 5 0.87 31 5.6 0.19 

液剤 散布 5 0.87 29 1.0 <0.05 

    1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

テンサイの作物残留試験結果から、STMR はグリホサートが 4.6 mg/kg、AMPA が 0.12 

mg/kg であった。加工試験結果のビートパルプの加工係数は、0.6 と推定されたことから、

ビートパルプの STMR はそれぞれ 2.8 mg/kg、0.07 mg/kg と推定され、畜産物の基準値

推定等の算出に用いる値は、以下のとおりとする。 

 

畜産物の基準値推定、HR 及び STMR ：2.8 mg/kg （ｸﾞﾘﾎｻｰﾄの STMR） 

 ：0.07 mg/kg （AMPA の STMR） 

 

（13）稲わら及び稲発酵粗飼料 

グリホサートは、国内で水稲に適用があることから、作物残留試験結果に基づき、稲わ
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ら及び稲発酵粗飼料の基準値を 0.2 mg/kg として定めている。これらの基準値設定以降、

新たな作物残留試験結果は得られておらず、また、国内における水稲への使用方法にも変

更がないことから、今回の評価では基準値の見直しは行わないこととする。 

なお、畜産物の基準値、HR 及び STMR の算出に用いる値は、稲わら及び稲発酵粗飼料

において以下のとおりとする（表 62、63）。 

 

表 62 日本の使用基準（c GAP） 

使用剤 使用時期 施用方法 使用量 使用回数 

液剤 水田耕起前 雑草茎葉散布 3.04 kg ae/ha 1 回 

 

表 63 日本における稲わら等の作物残留試験 

試料 
使用

剤 
施用方法 

使用量 

（kg ae/ha） 
回数 DAT1（日） 

残留濃度 

（mg/kg） 

cGAP

推定値 

稲わら 液剤 
雑草茎葉

散布 
3.84 1 151 <0.04 <0.03 

稲わら 液剤 
雑草茎葉

散布 
3.84 1 161 <0.04 <0.03 

稲発酵粗

飼料 
液剤 

雑草茎葉

散布 
－ － 120 <0.04 － 

稲発酵粗

飼料 
液剤 

雑草茎葉

散布 
－ － 117 <0.04 － 

  1) DAT：処理後日数（days after treatment） 

 

(i) 稲わら 

稲わらの基準値           ：0.2 mg/kg 

畜産物の基準値推定及び HR    ：0.2 mg/kg（稲わらの基準値） 

畜産物の STMR               ：0.03 mg/kg（稲わらの Median residue） 

 

(ii) 稲発酵粗飼料 

稲発酵粗飼料の基準値       ：0.2 mg/kg 

畜産物の基準値推定及び HR  ：0.2 mg/kg（稲発酵粗飼料の基準値） 

畜産物の STMR             ：0.04 mg/kg（稲発酵粗飼料の Median residue） 

 

 

９ 加工試験 

グリホサートに係るその他の加工試験について、JMPR の評価等で確認した。 



 

53 

コムギ 

コムギにおいて加工試験が実施されており、コムギふすまの加工係数は平均の 1.7 と

推定された（表 64）。 

 

表 64 コムギにおける加工試験 

 
使用量 

(kg ae/ha) 
DALA1 

グリホサート残留濃度（mg/kg） 

穀粒 ふすま 加工係数 

ドイツ 1.8 21 

0.3 0.4 1.3  

0.5 0.3 0.6  

0.2 0.4 2.0  

1.0 0.5 0.5  

英国 

1.4 

記載なし 0.5 1.7 3.4  

記載なし 0.3 0.5 1.7  

記載なし 0.9 1.7 1.9  

4.3 

記載なし 1.1 1.9 1.7  

記載なし 1.0 1.7 1.7  

記載なし 1.6 3.4 2.1  

平均 1.7 

1) DALA：最終処理後日数（days after last application） 

 

10 家畜の残留試験 

（１）乳牛（グリホサート及び AMPA 給与試験、1989 年） 

ホルスタイン種（5 頭／給与群）を用いて、飼料中濃度として 40 mg/kg、120 mg/kg 及

び 400 mg/kg に相当する量（DM ベース）のグリホサートと AMPA が 9:1 の割合で含有

した飼料を 28 日間給与する試験が行われた。 

乳は毎日午前及び午後に採取し、午後及び翌日午前の乳を混合して分析用試料とし、28

日間グリホサート等を含む飼料が給与された後の翌日に各群の 3 頭がと殺され、筋肉、脂

肪、腎臓、肝臓が採取された。また、残りの乳牛にはグリホサート等を含まない飼料が与

えられ、7 日後に各群の 1 頭、さらに、28 日後に各群の 1 頭がと殺され、組織、臓器が採

取された。 

400 mg/kg 給与群の乳のサンプルでは、グリホサート、AMPA ともに定量下限未満

（<0.025 mg/kg）であった（その他の投与群の乳中の残留は測定されなかった。）。 

筋肉及び脂肪のサンプルにおいて、グリホサート及び AMPA は全て定量下限未満であ

った。臓器においては、グリホサートの残留はいずれの給与群でも残留が認められた。ま

た、グリホサート及び AMPA は、混餌給与終了後 7 日目に速やかに減少しており、28 日

目には全ての給与群で定量下限未満となった（表 65）。 
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表 65 グリホサート等給与による組織等のグリホサート及び AMPA 残留濃度（mg/kg）1            

試料 

40 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：36 mg/kg、 

AMPA：4 mg/kg） 

120 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：108 mg/kg、 

AMPA：12 mg/kg） 

400 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：360 mg/kg、 

AMPA：40 mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 

筋肉 

28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋7 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋28 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

脂肪 

28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋7 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋28 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

肝臓 

28 日目 
最大 0.06  <0.05 0.07 0.05 0.21 0.18 

平均 0.05 <0.05 0.06 0.05 0.21 0.15 

＋7 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.11 0.08 

＋28 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

腎臓 

28 日目 
最大 0.32 0.07 0.82 0.24 3.3 0.91 

平均 0.24 0.06 0.75 0.19 3.0 0.85 

＋7 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.05 0.07 

＋28 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

乳  平均 na na na na <0.025 <0.025 

1）グリホサート換算値、定量下限：0.05 mg/kg（乳 0.025 mg/kg）、乳は定常状態での平均値。na：分析せず 

 

（２）乳牛（N-アセチルグリホサート給与試験、2007 年） 

ホルスタイン種（3 頭／給与群）を用いて、飼料中濃度として 44 mg/kg、130 mg/kg、

437 mg/kg 及び 1,179 mg/kg に相当する量の N-アセチルグリホサートを含有した飼料を

28 日間給与する試験が行われた。 

乳は毎日 2 回採取し、それぞれの給与群ごとに混合して分析用試料とし、乳牛は、最終

給与の 23-24 時間後にと殺され、筋肉、脂肪、肝臓、腎臓が採取された。 

主要な残留物質は、N-アセチルグリホサートで、腎臓、肝臓、脂肪、筋肉の順に残留が

多く認められた。グリホサートは、437 mg/kg 以上の給与群の腎臓に認められ、その他の

組織及び乳においてはいずれの給与群においても定量下限未満であった（表 66）。 
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表 66  NA-Gly 給与した場合の組織のグリホサート及び NA-Gly 残留濃度（mg/kg）1             

 試料 
44 mg/kg 給与群 

 
130 mg/kg 給与群 437 mg/kg 給与群 1,179 mg/kg 給与群 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly1 

筋肉 
最大 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 0.053 

平均 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 0.051 

脂肪 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 0.17 <0.05 0.054 <0.05 0.22 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 0.09 <0.05 0.052 <0.05 0.12 

肝臓 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.12 <0.05 0.52 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.10 <0.05 0.42 

腎臓 
最大 <0.05 0.11 <0.05 0.24 0.08 0.71 0.23 3.2 

平均 <0.05 0.083 <0.05 0.17 0.07 0.67 0.21 2.8 

乳 平均 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 

1）NA-Gly：N-アセチルグリホサート、グリホサート換算値。    

定量下限：筋肉、乳 0.025 mg/kg、脂肪、肝臓、腎臓 0.05 mg/kg。 乳は定常状態での平均値。 

 

（３）豚（グリホサート及び AMPA 給与試験、1987 年） 

豚（雑種、4 頭／給与群）を用いて、飼料中濃度として 40 mg/kg、120 mg/kg 及び 400 

mg/kg に相当する量（DM ベース）のグリホサートと AMPA が 9:1 の割合で含有した飼

料を 28 日間給与する試験が行われた。 

28 日間グリホサート等を含む飼料が給与された後の 24 時間以内に各群の 2 頭がと殺さ

れ、筋肉、脂肪、腎臓、肝臓が採取された。また、残りの豚にはグリホサート等を含まな

い飼料が与えられ、28 日後に 2 頭がと殺され、組織、臓器が採取された。 

筋肉及び脂肪のサンプルにおいては、400 mg/kg 給与群の筋肉を除きグリホサート及び

AMPA は全て定量下限未満であった。臓器においては、肝臓では 120 mg/kg 以上、腎臓

では全ての給与群でグリホサート及び AMPA の残留が認められた。混餌給与終了後 28 日

目では、120 mg/kg 及び 400 mg/kg 給与群の腎臓でグリホサートの残留が認められた（表

67）。 
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表 67 グリホサート等給与による組織のグリホサート及び AMPA 残留濃度（mg/kg）1            

試料 

40 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：36 mg/kg、 

AMPA：4 mg/kg） 

120 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：108 mg/kg、 

AMPA：12 mg/kg） 

400 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：360 mg/kg、 

AMPA：40 mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 

筋肉 

28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.06 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.055 <0.05 

＋28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

脂肪 

28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

肝臓 

28 日目 
最大 <0.05 <0.05 0.17 0.11 0.72 0.45 

平均 <0.05 <0.05 0.16 0.10 0.60 0.335 

＋28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

腎臓 

28 日目 
最大 0.60 0.08 2.9 0.31 9.1 0.97 

平均 0.37 0.07 2.5 0.27 7.6 0.87 

＋28 日目 
最大 <0.05 <0.05 0.10 <0.05 0.20 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 0.08 <0.05 0.18 <0.05 

1）グリホサート換算値   定量下限：0.05 mg/kg  

 

（４）鶏（グリホサート及び AMPA 給与試験、1987 年） 

採卵鶏（ホワイトレグホン種、20 羽／給与群（対照群 40 羽））を用いて、飼料中濃度

として 40 mg/kg、120 mg/kg 及び 400 mg/kg に相当する量（DM ベース）のグリホサー

トと AMPA が 9:1 の割合で含有した飼料を 28 日間給与する試験が行われた。 

28 日間グリホサート等を含む飼料が給与された後の翌日に各給与群の 10 羽（対照群 20

羽）がと殺され、筋肉、脂肪、腎臓、肝臓が採取された。また、残りの鶏にはグリホサー

ト等を含まない飼料が与えられ、7 日後に各群の 5 羽、28 日後に各群 5 羽がと殺され、組

織、臓器が採取され、卵は混餌給与した 28 日間及び混餌給与していない 1 日、2 日、4 日、

7 日、14 日、21 日、28 日目のものが採取され、5 羽分が混合されて分析された。 

卵において、40 mg/kg 給与群では、グリホサート及び AMPA ともに定量下限未満

（<0.025 mg/kg）であった。120 mg/kg 給与群でグリホサートが定量され、また、400 mg/kg

給与群ではグリホサート及び AMPA ともに定量された。混餌給与終了後 7 日目に全ての
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給与群で定量下限未満となった。筋肉及び脂肪のサンプルにおいて、グリホサート及び

AMPA は全ての給与群で定量下限未満であった。 

混餌給与 28 日目の臓器において、グリホサートはいずれの給与群でも残留が認められ

た。また、グリホサート及び AMPA は、混餌給与終了後 7 日目に速やかに減少しており、

28 日後には全ての給与群で、腎臓を除き、定量下限未満となった（表 68-70）。 

 

表 68 グリホサート等給与による卵のグリホサート及び AMPA 残留濃度（mg/kg）1 

混餌 

給与開始 

40 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：36 mg/kg、 

AMPA：4 mg/kg） 

120 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：108 mg/kg、 

AMPA：12 mg/kg） 

400 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：360 mg/kg、 

AMPA：40 mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 

1 日目 <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) 

2 日目 <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) 

4 日目 <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) 

7 日目 <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) <0.025(4) 
0.06(2)、

0.08、0.07 
<0.025(4) 

14 日目 <0.025(4) <0.025(4) <0.025、0.026(3) <0.025(4) 
0.10、0.07、 

0.09、0.08 
<0.025(4) 

21 日目 <0.025(4) <0.025(4) 
<0.025(2)、 

0.026、0.027 
<0.025(4) 0.08(3)、0.12 

<0.025(2)、 

0.026 

28 日目 <0.025(4) <0.025(4) 
<0.025(2)、 

0.026、0.027 
<0.025(4) 

0.08(2)、

0.10、0.07 
<0.025(4) 

1) 括弧内はサンプル数。定量下限：0.025 mg/kg 

 

表 69 グリホサート等給与終了後の卵のグリホサート及び AMPA 残留濃度（mg/kg）1 

混餌 

給与終了後 

40 mg/kg 給与群 120 mg/kg 給与群 400 mg/kg 給与群 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 

＋1 日目 < 0.025 (2) < 0.025 (2) < 0.025 0.028 < 0.025 (2) 0.08(2) < 0.025 (2) 

＋2 日目 < 0.025 (2) < 0.025 (2) 0.026、0.027 < 0.025 (2) 0.08(2) < 0.025 (2) 

＋4 日目 < 0.025 (2) < 0.025 (2) < 0.025 (2) < 0.025 (2) 0.06(2) < 0.025 (2) 

＋7 日目 < 0.025 (2) < 0.025 (2) < 0.025 (2) < 0.025 (2) < 0.025 (2) < 0.025 (2) 

＋14 日目 < 0.025  < 0.025 < 0.025 < 0.025 < 0.025 < 0.025 

＋21 日目 < 0.025  < 0.025 < 0.025 < 0.025 < 0.025 < 0.025 

＋28 日目 < 0.025  < 0.025 < 0.025 < 0.025 < 0.025 < 0.025 

1) 括弧内はサンプル数。定量下限：0.025 mg/kg 
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表 70 グリホサート等給与による組織のグリホサート及び AMPA 残留濃度（mg/kg）1            

試料 

40 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：36 mg/kg、 

AMPA：4 mg/kg） 

120 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：108 mg/kg、 

AMPA：12 mg/kg） 

400 mg/kg 給与群 

（ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ：360 mg/kg、 

AMPA：40 mg/kg） 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA1 

筋肉 

28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋7 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋28 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

脂肪 

28 日目 
最大 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

平均 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋7 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

＋28 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

肝臓 

28 日目 
最大 0.06  <0.05 0.17 0.08 0.61 0.33 

平均 0.06 <0.05 0.16 0.08 0.60 0.30 

＋7 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.11 0.11 

＋28 日目  <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 

腎臓 

28 日目 
最大 0.35 <0.05 1.2 0.06 4.3 0.30 

平均 0.31 <0.05 0.97 0.06 3.8 0.29 

＋7 日目  <0.05 <0.05 0.19 <0.05 0.29 <0.05 

＋28 日目  <0.05 <0.05 0.14  <0.05 0.07  <0.05 

1）グリホサート換算値。  定量下限：0.05 mg/kg 

 

（５）鶏（N-アセチルグリホサート給与試験、2007） 

採卵鶏（Isa Warren 種、10 羽／給与群）を用いて、飼料中濃度として 22 mg、77 mg

及び 214 mg/kg に相当する量の N-アセチルグリホサートを含有した飼料を 35 日間給与

する試験が行われた。 

卵は毎日 2 回採取し、それぞれの給与群ごとに混合して分析用試料とし、採卵鶏は、最

終給与の 6 時間後にと殺され、筋肉、脂肪、肝臓が採取された。 

主要な残留物質は、N-アセチルグリホサートで、肝臓、脂肪、筋肉、卵の順に残留が多

く認められた。グリホサートは、いずれの給与群においても定量下限未満であった（表 71）。 
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表 71  NA-Gly 給与による組織等のグリホサート及び NA-Gly 残留濃度（mg/kg）1              

 試料 
22 mg/kg 給与群 

 
77 mg/kg 給与群 214 mg/kg 給与群 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly1 ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ NA-Gly1 

筋肉 
最大 <0.025 0.04 <0.025 0.16 <0.025 0.13 

平均 <0.025 0.03 <0.025 0.13 <0.025 0.08 

脂肪 
最大 <0.05 0.13 <0.05 0.60 <0.05 0.39 

平均 <0.05 0.11 <0.05 0.49 <0.05 0.25 

肝臓 
最大 <0.05 0.21 <0.05 0.76 <0.05 0.94 

平均 <0.05 0.19 <0.05 0.62 <0.05 0.79 

卵 
最大 <0.025 <0.025 <0.025 0.10 <0.025 0.30 

平均 <0.025 <0.025 <0.025 0.082 <0.025 0.15 

1）NA-Gly：N-アセチルグリホサート、グリホサート換算値。  

定量下限：筋肉、卵 0.025 mg/kg、脂肪、肝臓 0.05 mg/kg。 卵は定常状態での最大値又は平均値 

 

11 畜産物中の残留濃度の推定 

（１） 飼料の基準値案並びに畜産物の基準値、HR及びSTMRに用いる値 

作物残留試験結果等から、飼料の基準値案並びに畜産物の基準値、HR及びSTMRに

用いる値は、次のとおりとなった（表72）。 

 

表 72 基準値案及び飼料中の残留濃度の推定に用いる値 (mg/kg) 

飼料原料名 基準値案 

畜産物の基準値、HR及びSTMRの算出

に用いる値（mg/kg） 
備考 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
N-ｱｾﾁﾙ 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
AMPA 

コムギ 30 1.2 － 0.05 STMR 

コムギふすま － 2.04 － 0.085 コムギのSTMR×1.7 

オオムギ 30 6.3 － 0.08 STMR 

ビールかす － 6.3 － 0.08 オオムギのSTMR×1※ 

オオムギ混合ぬか － 12.6 － 0.16 オオムギのSTMR×2※ 

マイロ 30 4.6 － 0.09 STMR 

ライムギ 30 1.9 － 0.08 STMR 

エンバク 30 4.9 － 0.08 STMR 

トウモロコシ 5 0.05 0.05 0.27 STMR 

ｺｰﾝｸﾞﾙﾃﾝ ﾌｨｰﾄﾞ － 0.05 0.05 0.27 ﾄｳﾓﾛｺｼのSTMR×1※ 

ｺｰﾝｸﾞﾙﾃﾝ ﾐｰﾙ － 0.05 0.05 0.27 ﾄｳﾓﾛｺｼのSTMR×1※ 
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飼料原料名 基準値案 

畜産物の基準値、HR及びSTMRの算出

に用いる値（mg/kg） 
備考 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
N-ｱｾﾁﾙ 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
AMPA 

ﾄｳﾓﾛｺｼ ｼﾞｽﾁﾗｰｾﾞ ｸﾞ

ﾚｲﾝｿﾘｭﾌﾞﾙ 

－ 0.05 0.05 0.27 ﾄｳﾓﾛｺｼのSTMR×1※ 

ダイズ 20 1.7 1.7 1.3  

ダイズ油かす 9 1.19 1.19 0.91  

ダイズ皮 － 8.67 8.67 6.63 ダイズのSTMR×5.1 

とうふかす － 3.4 3.4 2.6 ダイズのSTMR×2※ 

ナタネ油かす － 4.5 1.175 0.125 ナタネのSTMR×2.5 

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾐｰﾙ － 189 － 0.96 ｱﾙﾌｧﾙﾌｧのSTMR 

ビートパルプ － 2.8 － 0.07 ﾃﾝｻｲのSTMR×0.6 

米ぬか － 1 － － 食品の米（玄米）の

MRL×10※ 

 

飼料原料名 
基準値 

（案） 

畜産物の基準値推定及び

HRの算出に用いる値

（mg/kg） 

畜産物のSTMRの算出に

用いる値（mg/kg） 

備考 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 
N-ｱｾﾁﾙ

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ AMPA 

N-ｱｾﾁﾙ

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 

アルファルファ 500 341 2.3 － 189 0.96 － 
畜産物の基準値推定

及びHR：Highest 

residue 

畜産物のSTMR：

Median residue 

イネ科牧草 500 290 4.5 － 187 1.9 － 

稲わら 0.2 0.2 － － 0.03 － － 
畜産物の基準値推定

及びHR ：MRL 

畜産物のSTMR ：

Median residue 
稲発酵粗飼料 0.2 0.2 － － 0.04 － － 

※ 加工係数が推定されていないものは、「農薬の登録申請に係る試験成績について」（平成 12 年 11 月 24 日付け 12 農産第 8147

号農林水産省農産園芸局長通知）の加工係数を使用 

 

（２）飼料中の最大残留濃度の推定 

FAOマニュアル１で示されている方法に準じて、表72の値と我が国の家畜への飼料の
 

１ FAO manual on the submission and evaluation of pesticide residues data for the estimation of maximum residue levels in food and 
feed  
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給与割合を用いて、飼料中の残留濃度を算出した。 

算出の結果、飼料中のグリホサートの残留濃度は、次のとおりとなった（表73）。 

表 73 飼料中のグリホサートの推定残留濃度（mg/kg） 

給与家畜 乳牛用飼料 肉牛用飼料 豚用飼料 採卵鶏用飼料 肉用鶏用飼料 

グリホサート 
最大 339.7 181.7 15.3 5.0 14.7 

平均 210.1 115.2 15.3 5.0 14.7 

N-ｱｾﾁﾙｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
最大 1.48 2.41 0.94 0.44 0.49 

平均 1.48 2.41 0.94 0.44 0.49 

AMPA 
最大 4.54 3.91 0.83 0.55 0.55 

平均 2.28 2.54 0.83 0.55 0.55 

 

（３）畜産物中の残留濃度の推定 

  ① 畜産物中の最大残留濃度 

表 73 の飼料中の最大残留濃度、乳牛、豚及び採卵鶏の残留試験の結果を用いて、畜

産物の最大残留濃度を算出した結果は以下のとおりとなった。 

 

牛（mg/kg） 

 最大残留濃度 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

乳牛 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 339.7 0.0472 0.0472 0.1987 3.1000 0.0236 

NA-Gly 1.48 0.0008 0.0017 0.0017 0.0037 0.0008 

AMPA 4.54 0.0189 0.0189 0.0189 0.0816 0.0189 

肉牛 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 181.7 0.0252 0.0252 0.1109 1.5453 － 

NA-Gly 2.41 0.0014 0.0027 0.0027 0.0060 － 

AMPA 3.91 0.0163 0.0163 0.0163 0.0681 － 

   定量下限未満は定量下限値として算出。NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

 

豚（mg/kg） 

 最大残留濃度 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

豚 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 15.3 0.02132 0.02132 0.02132 0.25578 

NA-Gly 0.94 0.00053 0.00107 0.00107 0.00234 

AMPA 0.83 0.01032 0.01032 0.01032 0.01651 

   定量下限未満は定量下限値として算出。NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 
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鶏（mg/kg） 

 最大残留濃度 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 卵 

採卵鶏 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 5.0 0.006928 0.006928 0.008314 0.048499 0.003464 

NA-Gly 0.44 0.000802 0.002605 0.004209 － 0.000501 

APMA 0.55 0.006854 0.006854 0.006854 0.006854 0.003427 

肉用鶏 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 14.7 0.020438 0.020438 0.024525 0.143063 － 

NA-Gly 0.49 0.000894 0.002906 0.004694 － － 

APMA 0.55 0.006876 0.006876 0.006876 0.006876 － 

   定量下限未満は定量下限値として算出。NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

 

② 畜産物の基準値案 

畜産物の規制対象物質は、グリホサート及び N-アセチルグリホサートであることか

ら、①の畜産物の最大残留濃度の推定結果から畜産物の基準値案を推定した。 
 

牛（mg/kg） 

 最大残留濃度 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

乳牛 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 339.7 0.0472 0.0472 0.1987 3.1000 0.0236 

NA-Gly 1.48 0.0008 0.0017 0.0017 0.0037 0.0008 

肉牛 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 181.7 0.0252 0.0252 0.1109 1.5453 － 

NA-Gly 2.41 0.0014 0.0027 0.0027 0.0060 － 

推定した畜産物の基準値 0.05 0.05 0.3 4 0.03 

食品基準値 0.05 0.05 5 5 0.05 

Codex基準値 0.05 5 0.05 

   定量下限未満は定量下限値として算出。NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

 

豚（mg/kg） 

 最大残留濃度 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

豚 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 15.3 0.02132 0.02132 0.02132 0.25578 

NA-Gly 0.94 0.00053 0.00107 0.00107 0.00234 

推定した畜産物の基準値 0.03 0.03 0.03 0.3 

食品基準値 0.05 0.05 0.5 0.5 

Codex基準値 0.05 5 

   定量下限未満は定量下限値として算出。NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 
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鶏（mg/kg） 

 最大残留濃度 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 卵 

採卵鶏 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 5.0 0.006928 0.006928 0.008314 0.048499 0.003464 

NA-Gly 0.44 0.000802 0.002605 0.004209 － 0.000501 

肉用鶏 
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 14.7 0.020438 0.020438 0.024525 0.143063 － 

NA-Gly 0.49 0.000894 0.002906 0.004694 － － 

推定した畜産物の基準値 0.03 0.03 0.03 0.2 0.01 

食品基準値 0.05 0.05 0.5 0.5 0.05 

Codex基準値 0.05 0.5 0.05 

   定量下限未満は定量下限値として算出。NA-Gly：N-アセチルグリホサート（グリホサート換算値） 

 

畜産物の基準値案を推定したところ、食品衛生法の畜産物の基準値よりも低い値であ

った。 

 

（４）暴露評価 

① 暴露評価対象物質 

畜産物中の最大残留濃度を算出した結果、グリホサート、AMPA 及び N-アセチルグ

リホサートは肝臓及び腎臓に残留しやすいが、肝臓及び腎臓は食品としての摂取量は少

ない（参考参照）。また、AMPA 及び N-アセチルグリホサートは、グリホサートより

毒性が高くはない。 

これらのことから、AMPA 及び N-アセチルグリホサートは、ヒトの暴露量に影響を

与える度合いは低いことから、畜産物中の暴露評価対象物質（ヒトでの摂取量評価に用

いる対象物質）はグリホサートとする。 

なお、食品安全委員会の評価結果では、暴露評価対象物質は、農産物でグリホサート

及び N-アセチルグリホサート、畜産物でグリホサートとしている。 

 

暴露評価対象物質 ：畜産物 グリホサート 

 

（食品安全委員会、食品衛生法） 

暴露評価対象物質 ：農産物 グリホサート及び N-アセチルグリホサート 

畜産物 グリホサート 
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（参考）1 日当たりの国民平均、幼小児、妊婦、高齢者別の畜産物の平均摂取量（g） 

 国民平均 高齢者 

（65 歳以上） 

妊婦 小児 

（1-6 歳） 

牛・筋肉と脂肪 15.3 9.9 20.9 9.7 

牛・肝臓 0.1 0.0 1.4 0.0 

牛・腎臓 0.0 0.0 0.0 0.0 

乳 264.1 216.0 364.6 332.0 

豚・筋肉と脂肪 42.0 30.6 43.2 33.4 

豚・肝臓 0.1 0.1 0.0 0.5 

豚・腎臓 0.0 0.0 0.0 0.0 

鶏・筋肉と脂肪 18.7 13.9 19.8 13.6 

鶏・肝臓 0.7 0.8 0.0 0.5 

鶏・腎臓 0.0 0.0 0.0 0.0 

鶏卵 41.3 37.7 47.8 32.8 

食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計業務報告書（平成 17～19 年、厚生労働省） 

 

② 暴露評価 

今回推定した牛由来の畜産物の基準値案及び植物由来食品の基準値を踏まえたヒト

への暴露評価（長期）を行った（TMDI 評価１）ところ、1 日当たり摂取する当該農薬

の量の ADI（1 mg/kg 体重/日） に対する比は、最も高い幼小児（1～6 歳）でも 16.9%

（国民全体：7.1%、妊婦：7.4%、高齢者（65 歳以上）：6.7%）であったことから、

ヒトに健康影響を与える可能性は低いと考えられた。 

  

 
１ 基準値 × 各食品の平均摂取量の総和として計算。TMDI：理論最大一日摂取量（Theoretical Maximum Daily 
Intake) 
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12 まとめ 

グリホサートについて、作物残留試験等から飼料中の農薬残留基準値を検討した。 

（１）飼料の規制対象物質は、グリホサートとする。ただし、とうもろこし、大豆、大豆

油かすの規制対象物質は、グリホサート及びN-アセチルグリホサートとする。 

（２）飼料の基準値は、作物残留試験における各作物中の残留濃度に基づき、下表のとお

りとする。 

（３）飼料中のグリホサート等の最大残留濃度から、畜産物中の残留濃度を推定した結果、

食品衛生法に基づく畜産物の基準値より低くなると推定された。 

また、畜産物からの経口摂取量を推定し、植物由来食品からの経口摂取量も踏まえた

総合的経口暴露評価を行ったところ、現在の農薬の使用方法が遵守される限り、ヒトへ

の健康に影響を与える可能性は低いと考えられた。 

 

飼料の原料 
基準値（mg/kg） 

見直し前 見直し後 

えん麦 20 30 

大麦 20 30 

小麦 5 30 

とうもろこし 1 5※ 

マイロ 20 30 

ライ麦 0.2 30 

牧草 120 500 

大豆 （新設） 20※ 

大豆油かす （新設） 9※ 

稲わら 0.2 0.2 

稲発酵粗飼料 0.2 0.2 
・ ※は、グリホサート及び N-アセチルグリホサートをグリホサートに換算したものの和の数値。それ以外はグリ

ホサートの数値。 

・ 下線は改正部分。 

・  稲わら及び稲発酵粗飼料については、「飼料の有害物質の指導基準及び管理基準について」（昭和 63 年 10 月

14 日付け 63 畜 B 第 2050 号農林水産省畜産局長通知）の管理基準として設定。 
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＜別紙１：代謝/分解物＞ 

 

異称 化学名 構造式 

AMPA (aminomethyl)phosphonic acid  

 

N-アセチルグリホ

サート 

N-acetyl-N-(phosphonomethyl)glycine 

 

N-アセチル 

-AMPA 

[(acetylamonio)methyl]phosphonic acid 
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＜別紙２：用語・略語＞ 

 

用語 英語 日本語等 

ae acid equivalent 遊離酸等量 

ADI Acceptable Daily Intake 許容一日摂取量 

ARfD Acute Reference Dose 急性参照用量 

DAT Days After Treatment 処理後日数 

DALA Days After Last Application 最終処理後日数 

DM Dry Matter 乾物重量 

eq residue expressed as active 

ingredient equivalent 

当量（ここでは放射性物質濃度（ベ

クレル：Bq）からの換算値） 

FAO Food and Agriculture Organization of 

the United Nations 

国際連合食糧農業機関 

GAP Good Agricultural Practice(s) 農薬使用基準 

GC-MS Gas Chromatography with Mass 

Spectrometry 
ガスクロマトグラフィー質量分析 

GC-FPD Gas Chromatography coupled with 

Flame Photometric Detector 

ガスクロマトグラフィー － 炎光光

度検出器 

HR Highest Residue 残留試験で得られた残留農薬濃度の

最大値 

ISO International Organization for 

Standardization 

国際標準化機構 

IUPAC International Union of Pure and 

Applied Chemistry 

国際純正・応用化学連合 

JMPR Joint FAO/WHO Meeting of Pesticide 

Residues 

FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議 

LC-MS Liquid Chromatography with Mass 

Spectrometry 

液体クロマトグラフィー質量分析 

 

LC-MS/MS Liquid Chromatography with tandem 

Mass Spectrometry 

液体クロマトグラフィータンデム型

質量分析 

LSC Liquid Scintillation Counter 液体シンチレーションカウンター 

log Pow Octanol-water Partition Coefficient 

as Logarithm 

オクタノール-水分配係数（対数値） 

MRL Maximum Residue Limits 最大残留基準 
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用語 英語 日本語等 

ND Not Detected 検出限界未満 

OECD Organization for Economic Co-

operation and Development 

経済協力開発機構 

PHI Pre-Harvest Interval 収穫前日数 

RSD Relative Standard Deviation 相対標準偏差 

STMR Supervised Trials Median Residue 残留試験で得られた残留農薬濃度の

中央値 

TAR Total Applied (or administered) 

Radioactivity 

総投与放射性物質 

TMDI Theoretical Maximum Daily Intake 理論最大一日摂取量 

TLC Thin Layer Chromatography 薄層クロマトグラフィー 

TRR Total Radioactive Residue 総残留放射性物質 

 




